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◉
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

一
、
は
じ
め
に

『
仏
書
解
説
大
辞
典
』 （
１
） 
に
了
意
作
と
し
て
登
載
さ
れ
る
勧
化
本
『
真
宗
勧
化
要

義
後
集
』（
元
禄
一
四
年
刊
）
は
、『
国
書
総
目
録
』
に
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本
、

国
文
学
研
究
資
料
館
の
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
Ｕ
Ｃ
バ
ー
ク
レ
ー
校
三
井
文
庫
本

（
請
求
記
号　

四
／
二
一
／
一
六
三
）、
目
録
類
か
ら
漏
れ
る
が
、
亀
山
歴
史
博
物

館
願
正
寺
文
書
に
も
一
部
確
認
さ
れ
る
（
巻
二
欠
。
初
印
か
。
請
求
記
号　

九－

五
九
、
六
〇
）。
実
見
し
得
た
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本
・
亀
山
歴
史
博
物
館
願
正

寺
文
書
本
と
も
に
著
者
を
明
記
せ
ず
、
ま
た
、
そ
の
内
容
に
も
、
仮
名
草
子
作
家

と
し
て
知
ら
れ
る
真
宗
大
谷
派
の
学
僧
了
意
（
？－

一
六
九
一
）
の
真
作
と
確
定

さ
れ
る
仏
書
に
近
接
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
事
実
、
本
書
が
了
意
の
著
述
で
は
な

い
こ
と
は
、『
新撰
書
籍
目
録
』（
享
保
一
四
年
刊
）
に
、

七　

勧
化
要
集
鈔　
　
　

妙
音
寺

八　

同　

良
材
鈔　
　
　
　

同

八　

同　

大
綱
鈔

十　

同　

行
状
鈔

　
　

報
恩
講
式
勧
化
鈔
ナ
リ 

 

十　

同　

弁
要
集　
　
　

妙
音
寺

　
　

選
択
集
勧
化
鈔
ナ
リ 

 

十　
同
要
義
後
集　
　
　
　
同

　
　

大
原
談
義
ノ
序
文
勧
化
鈔
ナ
リ 

 

十　

同　

弁
泉
鈔　
　
　
　

同

七　

同　

弁
要
抄　
　
　
　

同 （
２
）

と
記
し
て
、
著
者
を
「
妙
音
寺
」
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
本
書
が
了
意
作
と
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
前

述
の
作
業
か
ら
は
従
来
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
妙
音
寺
」
な
る
勧
化
本
作
家
の

存
在
が
浮
上
し
た
。
右
書
籍
目
録
の
記
録
に
拠
れ
ば
、
少
な
く
と
も
妙
音
寺
は
「
勧

化
要
集
鈔
」「
勧
化
良
材
鈔
」「
勧
化
弁
要
集
」「
勧
化
要
義
後
集
」「
勧
化
弁
泉
鈔
」

「
勧
化
弁
要
抄
」
の
六
書
を
著
述
板
行
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
更
に
、
国
立
国
会

図
書
館
所
蔵
『
正
信
念
仏
偈
鼓
吹
』
に
付
さ
れ
た
「
平
安
書
肆
杏
林
軒
蔵
板
目
録
」

（
北
村
四
郎
兵
衛
の
蔵
板
目
録
）
に
は
、
明
音
寺
な
る
人
物
の
著
述
三
部
を
載
せ
る
。

正
信
念
仏
偈
口
吹　
　
　
　
　
　

九
冊

同
随
意
抄
後
篇　
　
　
　
　
　
　

七
冊

同
霊
瑞
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
冊

勧
化
釈
要
抄　
　
明
音
寺　
　
　
七
冊

同
文
談
抄　
　
　
同　
　
　
　
　
七
冊

妙
音
寺
と
そ
の
周
辺
　
―
初
期
真
宗
系
勧
化
本
の
成
立
と
そ
の
背
景
を
探
っ
て
―�

木
村
　
迪
子
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同
誓
鎧
抄　
　
　

願
立
寺　
　
　

六
冊

選
択
集
頭
書　
　
　
　
　
　
　
　

二
冊

同
大
綱
抄　
　
　

了
恵　
　
　
　

五
冊

同
勧
化
弁
要
集　
明
音
寺　
　
　
九
冊

十
王
経
直
談　
　
　
　
　
　
　
　

十
三
冊

十
疑
論
口
吹　
　

玄
貞　
　
　
　

十
冊 （
３
）

「
勧
化
弁
要
集
」
は
冊
数
が
異
な
る
も
、
前
掲
の
享
保
一
四
年
刊
書
籍
目
録
登
載

の
「
勧
化
弁
要
集
」
と
同
一
書
目
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
明0

音
寺
は
妙0

音
寺
な
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
々
を
調
査
し
て
み
る
と
、「
勧
化
文
談
抄
」
の
み
原
本
確
認
が

行
え
ず
、
し
か
し
、「
勧
化
釈
要
抄
」
は
『
真
宗
勧
化
御
文
章
』
の
外
題
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、『
真
宗
勧
化
要
義
後
集
』
は
、
書
名
の
「
後
集
」
か
ら
何

ら
か
の
先
行
著
述
の
続
編
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
実
際
、『
真
宗
勧
化
要
義

鈔
』
を
前
集
に
比
定
で
き
た
。
右
を
踏
ま
え
、
妙
音
寺
の
著
述
を
現
物
の
確
認
が

で
き
る
も
の
に
つ
い
て
示
す
。

⑴
元
禄
六　

年
刊
『
真
宗
勧
化
要
義
鈔
』	�



八
巻 （
４
）、
川
勝
五
郎
右
衛
門
板 （
５
）。

⑵
元
禄
一
一
年
刊
『
真
宗
勧
化
弁
泉
鈔
』	�



七
巻
、
川
勝
五
郎
右
衛
門
板
。

⑶
元
禄
一
三
年
刊
『
浄
土
勧
化
良
材
鈔
』	�



八
巻
、
宮
部
次
右
衛
門
・
田
口
仁
兵

衛
板
。

⑷
元
禄
一
三
年
刊
『
真
宗
勧
化
御
文
章
』	

七
巻
、
北
村
四
郎
兵
衛
板
。

⑸
元
禄
一
四
年
刊
『
真
宗
勧
化
要
義
後
集
』	�

一
〇
巻
、
川
勝
五
郎
右
衛
門
・
舛
屋

五
郎
右
衛
門
板
。

⑹
元
禄
一
五
年
刊
『
浄
土
勧
化
弁
要
集
』	�



一
〇
巻
、
北
村
四
郎
兵
衛
板
。

⑺
宝
永
六　

年
刊
『
真
宗
勧
化
訓
蒙
集
』	�



七
巻
、
鍵
屋
七
兵
衛
板 （
６
）。

⑻
宝
永
八　

年
刊
『
真
宗
勧
化
要
集
鈔
』 （
７
）	�

七
巻
、
川
勝
五
郎
右
衛
門
板
。

八
部
の
勧
化
本
板
行
は
、
鼓
吹
物
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
浄
土
宗
の
必
夢
（
七

部 （
８
））
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、

前
述
の
よ
う
に
、
従
来
こ
の
妙
音
寺
と
い
う
勧
化
本
作
家
に
つ
い
て
は
殆
ど
言
及

さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
偏
に
妙
音
寺
と
い
う
名
前
が
書
籍
目
録
に
し

か
見
出
せ
な
い
こ
と
に
拠
る
の
だ
ろ
う
。『
真
宗
勧
化
要
義
後
集
』
に
も
あ
る
よ
う

に
、
妙
音
寺
は
そ
の
著
述
に
自
ら
の
名
を
記
す
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
妙
音
寺
の
著
述
は
、
著
述
数
を
差
し
引
い
て
も
、
そ
の
体
裁
を
し
て
、

以
後
の
真
宗
系
勧
化
本
、
更
に
、
現
代
再
評
価
の
進
む
節
談
説
教
の
源
流
を
辿
る

上
で
も
、
こ
れ
を
無
視
し
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
妙
音
寺
の
勧
化
本

は
、
以
後
の
真
宗
系
勧
化
本
の
礎
と
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

早
く
に
勧
化
本
は
後
小
路
薫
に
よ
る
整
理
が
行
わ
れ
た （
９
）。
後
小
路
薫
は
「
江

戸
時
代
に
仏
教
の
教
化
を
目
的
と
し
て
述
作
さ
れ
、
書
写
・
刊
行
さ
れ
た
書
籍

類
」 （
10
）
を
勧
化
本
と
総
称
し
た
が
、
そ
の
範
囲
は
広
大
に
過
ぎ
る
。
筆
者
は
以
前

試
み
に
書
名
に
「
勧
化
」
を
冠
す
る
通
俗
仏
書
の
み
を
ま
と
め
て
狭
義
的
な
意
味

で
の
〈
勧
化
本
〉
と
定
義
し
た
こ
と
が
あ
る （
11
） 

が
、「
勧
化
本
」
と
言
わ
れ
て
多

く
の
人
が
想
起
す
る
の
は
、
更
に
狭
い
範
囲

―
和
田
恭
幸
が
「
江
戸
時
代
中
期

に
は
、
ま
る
で
説
教
台
本
の
よ
う
な
勧
化
本
が
多
数
刊
行
さ
れ
」 （
12
）
た
と
指
摘
す

る

―
真
宗
系
勧
化
本
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

真
宗
系
勧
化
本
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
の
代
表
的
作
家
と
言
わ
れ
る
本

願
寺
派
の
菅
原
智
洞
（
一
七
二
八－

七
九
）
の
著
し
た
『
勧
化
論
語
』（
明
和
四
年

刊
） （
13
）
を
閲
す
る
と
、
第
一
に
、
そ
の
体
裁
は
、
巻
上
・
中
・
下
で
三
つ
の
法
談

を
掲
げ
、
更
に
各
法
談
に
四
つ
の
座
を
設
け
る
。
大
き
な
主
題
の
内
に
、
個
々
の

主
題
を
重
ね
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
特
徴
的
な
の
が
俗
文
体
と
呼
ば
れ
る
独
自
の

口
語
体
で
、
例
え
ば
、「
祖
師
聖
人
ノ
和
讃
ニ
弥
陀
大
悲
ノ
誓
願
ヲ
深
ク
信
セ
ン
人
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ハ
ミ
ナ
寐ネ

テ
モ
寤サ

メ

テ
モ
隔ヘ

タ
テナ
ク
南
無
阿
弥
陀
仏
ヲ
称ト

ノ

フ
ヘ
シ
ト
残ノ

コ

シ
玉
ヒ
タ

0

0

」（
巻

上
「
道
場
法
談
四
座
」
其
一
「
平
生
法
談
」）
と
記
す
よ
う
に
、「
～
タ
」「
～
デ
ア

ル
」
と
い
う
文
末
表
現
を
多
用
す
る
。
第
三
に
、
各
章
段
末
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

な
ど
と
記
す
。
こ
れ
は
現
代
で
も
同
様
で
、
法
話
法
話
の
終
わ
り
に
決
ま
っ
た
文

句
を
唱
え
る
（
大
抵
は
こ
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」）
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
形
式
は
節
談
説
教
と
し
て
発
展
し
、
明
治
以
降
衰
微
し
た
も
の
の
、

現
代
で
は
関
山
和
夫
に
よ
る
節
談
説
教
が
落
語
や
講
談
へ
与
え
た
影
響
の
指
摘 （
14
） 

を
中
心
に
再
評
価
が
進
み
、
そ
の
復
活
も
夙
に
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か

る
に
、
こ
う
し
た
真
宗
系
勧
化
本
が
発
現
し
た
そ
の
具
体
的
背
景

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

従
来
注
目
さ
れ
て
き
た
浅
井
了
意
に
よ
る
鼓
吹
物
は
説
教
の
〈
種
本
〉
で
あ
っ

て
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
説
教
に
利
用
で
き
る
、
菅
原
智
洞
の
勧
化
本
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
真
宗
系
勧
化
本
の
そ
れ
で
は
な
い
。
標ス

タ
ン
ダ
ー
ド

準
的
な
〈
勧
化
本
〉
は
一
体
い

つ
・
ど
の
よ
う
に
し
て
発
現
し
た
の
か
。

本
稿
で
は
、
妙
音
寺
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
初
期
勧
化

本
の
成
立
と
そ
の
背
景
を
探
っ
て
み
た
い
。

二
、
妙
音
寺
の
著
述
と
特
色

は
じ
め
に
、
妙
音
寺
の
勧
化
本
が
真
宗
系
勧
化
本
の
礎
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ

る
こ
と
を
、
そ
の
処
女
作
に
比
定
さ
れ
る
架
蔵
本
『
真
宗
勧
化
要
義
鈔
』（
元
禄
六

年
刊
、
以
下
『
要
義
鈔
』）
を
例
に
見
て
い
く
。

妙
音
寺
の
著
述
は
、
一
見
し
て
こ
れ
が
妙
音
寺
の
そ
れ
と
分
か
る
程
度
に
特
徴

的
で
あ
る
。
そ
の
第
一
が
目
録
の
体
裁
︵
図
１
︶
で
、
大
き
な
テ
ー
マ
を
大
字
で

示
し
、
小
見
出
し
を
付
す
。
こ
れ
は
了
意
を
は
じ
め
と
す
る
、
所
謂
〈
鼓
吹
物
〉

の
目
録
︵
図
２
︶
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
だ （
15
）。

同
様
の
体
裁
は
同
時
期
に
板
行
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る
『
浄
土
勧
化
綱
目
鈔
』
に

も
見
出
せ
る
が （
16
）、『
浄
土
勧
化
綱
目
鈔
』
に
は
妙
音
寺
の
著
述
に
見
ら
れ
る
第

二
の
特
徴

―
俗
文
体
が
認
め
ら
れ
な
い
。「
仰
ラ
レ
タ
」「
～
ニ
テ
在
ス
」
と
い
っ

た
、
特
徴
的
な
文
末
表
現
を
用
い
る
、
節
談
説
教
に
お
い
て
独
特
な
俗
文
体
が
顕

著
に
表
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
嚆
矢
は
、『
浄
土
勧
化
衆
人
鈔
』（
貞
享
三
年
刊
）
で

あ
ろ
う
。
本
書
に
は
「
只
今
読
奉
ラ
フ
ズ
ル
御
文
ハ
御
一
流
ノ
肝
要
、
他
力
・
信

心
ノ
旨
ヲ
ネ
ン
ゴ
ロ
ニ
仰
ヲ
カ
レ
タ

0

0

0

0

0

。
然
レ
バ
弥
陀
ヲ
憑タ

ノ
ミ、

念
仏
申
サ
ル
ヽ
身
ノ

上
カ
ラ
ハ
餘
ヘ
心
ヲ
移
サ
ズ
シ
テ
本
願
他
力
ノ
信
心
ヲ
決
定
ア
ラ
ウ
処
カ

0

0

0

0

0

0

0

。（
巻
之

一
ノ
第
二
「
極
楽
荘
厳
之
事
」）」 （
17
）
な
ど
と
記
し
て
、
妙
音
寺
の
著
述
同
様
の
特

徴
を
認
め
う
る
が
、
そ
の
目
録
体
裁
は
妙
音
寺
の
そ
れ
と
異
な
る
も
の
だ
。 図１　架蔵『真宗勧化要義鈔』巻第一目録
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ま
た
、『
浄
土
勧
化
衆
人
鈔
』
に
は
各
章
段
末
尾
に
「
乃
至
／
云
云
」
の
語
を
附

す
。
こ
れ
は
巻
第
一
ノ
第
一
末
尾
に
割
注
し
て
、

師
徳
報
謝
ハ
能
化
ノ
心
得
次
第
、
自コ

レ
ヨ
リ

 －  

下シ
モ

准ヨ
レ
之ニ

。

と
記
す
の
に
依
拠
す
る
が
、
こ
う
し
た
章
段
末
略
記
の
早
い
例
は
、
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
の
学
僧
妙
延
寺
空
誓
（
一
六
〇
三－

九
二
）
の
『
四
十
八
願
取
滴
直
談
』

（
寛
永
一
六
年
跋
、
寛
文
三
年
刊
、
以
下
『
取
滴
直
談
』）
の
章
段
末
に
「
可
レ
信

可
レ
行
者
也
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」 （
18
）
と
記
し
た
の
が
、
次
第
に
「
可
レ
信
可
レ
信
、
南

無
阿
弥
陀
仏
」、「
可
レ
信
可
レ
行
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
短
く
な
る
の
に
求
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
妙
音
寺
の
場
合
は
そ
れ
が
「
師
徳
如
前
」
で
あ
っ
た
。︵
図
３
︶

「
サ
テ
加
様
道
理
ヨ
リ
下
ハ
師
徳
報
謝
ト
可ベ

シ
レ
知シ

ル

（
巻
第
一
「
現
生
十
種
利
益
之

部
本
」
付
「
良
弁
僧
正
事
」）」
と
あ
る
の
が
「
別
シ
テ
ハ
師シ

徳ト
ク

（
巻
第
一
「
現
生

十
種
利
益
之
部
本
」
ノ
第
一
「
冥
衆
護
持
益
」
付
「
宝
明
免
鬼
害
昇
帝
位
」）」
と

な
り
、「
サ
テ
加
様
ノ
御
理
マ
カ
フ
処
モ
ナ
ク
聴チ

ヤ
ウ
モ
ン聞申

シ
分ワ

ケ

タ
ハ
師
徳
如
前
」
に
落
ち
着

く
の
で
あ
る
。
以
降
、
妙
音
寺
は
そ
の
著
述
に
「
師
徳
如
前
」
を
用
い
る
こ
と
に

な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
妙
音
寺
の
著
述
に
お
い
て
は
、
大
見
出
し
と
小
見
出
し
と
を
明

確
に
分
け
た
目
録
、
俗
文
体
、「
師
徳
如
前
」
を
用
い
る
文
末
表
現
が
欠
か
せ
な
い
。

右
に
示
す
個
々
の
特
色
は
、
そ
れ
ま
で
の
真
宗
系
勧
化
本
に
も
見
出
せ
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
全
て
を
揃
え
た
の
は
妙
音
寺
が
嚆
矢
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、『
真
宗

勧
化
訓
蒙
集
』
だ
け
は
こ
れ
ら
の
妙
音
寺
の
特
色
が
見
出
せ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
。

図２　�国文学研究資料館蔵『阿弥陀経鼓吹』巻
之一目録

図３　架蔵『真宗勧化要義鈔』文末表現
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三
、
妙
音
寺
と
撮
襄
―
『
四
十
八
願
弁
述
鈔
』
の
著
者
―

右
に
挙
げ
た
妙
音
寺
の
著
述
の
特
色
は
、
妙
音
寺
そ
の
人
を
確
定
す
る
上
で
、

ま
た
、
更
な
る
著
述
を
見
出
す
上
で
も
重
要
な
ヒ
ン
ト
と
な
る
。
今
、
妙
音
寺
自
身

に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
を
『
仏
教
大
辞
彙
』
に
見
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、

サ
ツ
ジ
ョ
ウ　

撮
襄　

真
宗
。
元
禄
八
年
に
三
国
因
縁
真
宗
勧
化
大
綱
鈔
八

巻
を
著
は
す
。
又
三
国
因
喩
勧
化
弁
泉
鈔
十
巻
・
三
国
因
喩
真
宗
勧
化
要
義

鈔
八
巻
・
三
国
因
縁
四
十
八
願
弁
述
鈔
十
巻
あ
り
、
共
に
同
作
な
る
が
如
し
。

伝
詳
か
な
ら
ず （
19
）。

と
し
て
、
撮
襄
な
る
人
物
の
著
述
に
妙
音
寺
の
『
真
宗
勧
化
弁
泉
鈔
』（
以
下
『
弁

泉
鈔
』）
な
ら
び
に
『
真
宗
勧
化
要
義
鈔
』
を
挙
げ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
撮
襄
に

つ
い
て
は
『
真
宗
僧
名
辞
典
』
に
も
「
談
本
を
多
く
著
す
」 （
20
）
と
記
し
て
、
な
る

ほ
ど
、
談
本
（
説
教
台
本
系
勧
化
本
の
意
か
）
を
多
数
手
が
け
た
妙
音
寺
の
執
筆

活
動
に
矛
盾
し
な
い
。
龍
谷
大
学
図
書
館
の
所
蔵
す
る
『
真
宗
勧
化
大
綱
鈔
』（
元

禄
八
年
刊
、
銭
屋
庄
兵
衛
板
、
以
下
『
大
綱
鈔
』）
に
は
確
か
に
、
撮
襄
の
自
署
の

あ
る
序
文
が
付
さ
れ
、
そ
の
著
述
と
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
な
い
。

『
大
綱
鈔
』
が
撮
襄
の
実
作
で
、
そ
の
撮
襄
が
妙
音
寺
の
著
作
で
あ
る
『
弁
泉

鈔
』
と
『
要
義
鈔
』
を
著
し
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
撮
襄
が
妙
音
寺
で
あ
り

―

こ
こ
に
記
さ
れ
る
『
四
十
八
願
弁
述
鈔
』
も
妙
音
寺
の
著
述
で
あ
る
と
確
定
し
う

る
。
し
か
し
事
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。『
大
綱
鈔
』
を
撮
襄
の
実
作
と
す
る
な
ら

ば
、
む
し
ろ
こ
れ
を
妙
音
寺
の
著
作
に
列
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

『
大
綱
鈔
』
は
妙
音
寺
の
著
述
に
見
ら
れ
る
俗
文
体
を
用
い
て
、
こ
れ
を
両
者
の
共

通
点
と
見
な
せ
る
が
、
し
か
し
、
本
書
は
章
段
末
に
「
御
経
聴
聞
ノ
ト
モ
ガ
ラ
、

ツ
ヰ
ニ
得
道
セ
ス
ト
イ
フ
コ
ト
ナ
シ
ト
云
云
」 （
21
）
な
ど
と
記
し
て
、「
師
徳
如
前
」

を
用
い
な
い
。
章
段
末
の
略
記
以
上
に
問
題
視
す
べ
き
は
明
確
な
知
識
の
差
異
で
、

『
大
綱
鈔
』
に
、
撮
襄
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

▼
次ニ

「
餘
門ノ

学
道ハ

万
里
迢テ

ウ

遥ヨ
ウ
ナ
リ」
ト
ハ
惣
ジ
テ
聖
道
自
力
ノ
修
行ハ

者
数
万
里
ヲ

日
ヲ
カ
サ
ネ
身シ

ン

労ラ
ウ

苦ク

労ラ
ウ

イ
タ
サ
イ
デ
ハ
ナ
カ
〳
〵
イ
タ
リ
ガ
タ
イ
。
コ
レ
ニ

ヨ
ツ
テ  ﹃
蓮レ

ン

宗
宝
鑑ニ

﹄
元
ノ
普
度
禅

師
ノ
作
︑
十
巻
云
︑﹁
餘ヨ

門ノ

学カ
ク

道タ
ウ
ハ

 

如シ
三
蟻ギ

子シ
ノ

上ノ
ホ
ル
カ

二  

於
高カ

ウ

山サ
ン
ニ一

念
仏ノ

往
生ハ

似ニ
タ
リ三 

風フ
ウ

帆ハ
ン
ヲ

 

揚ア
ク
ル
ニ

二 

於
順シ

ユ
ン

水ス
イ
ニ一

﹂︒  （
巻
之
四
「
蟻
子
風
帆
之
喩
」） 

傍
線
を
附
し
た
『
蓮
宗
宝
鑑
』
の
一
節
は
前
節
に
見
て
い
っ
た
妙
音
寺
の
著
述

に
も
見
ら
れ
る
、
真
宗
系
勧
化
本
に
頻
出
の
一
節
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、

『
要
義
鈔
』
に
は
、

故
ニ
雲
棲
ノ
語コ

ト
ハニ

ハ
、「
餘ヨ

門ノ

学
道ハ

名ケ
二
竪シ

ユ

出
三
界ト
一
念
仏
往
生ヲ

名ク
二
横
出
三

界ト
一
」
ト
示
サ
レ
、
又タ

、
遵シ

ユ
ン
シ
キ式ノ

『
蓮
宗
宝
鑑ニ

』
ニ
ハ
、「
餘
門ノ

学
道ハ

如ク
三
蟻キ 

子ノ

登ノ
ホ
ル
カ

二
高
山ニ
一
念
仏ノ

往
生ハ

似ニ
タ
リ三
風
帆ハ

ン
ノ

  

行ヤ
ル
ニ二

順
水ニ
一
」
ト
モ
示
サ
レ
、
…
…（
巻
第

八
ノ
第
三
「
万
行
之
中
為
急
要
ト
云
文
事
」
付リ

「
横
竪
二
出
差
別
」）

と
記
し
、
ま
た
『
弁
泉
鈔
』
に
も
、

或
又
遵シ

ユ
ン
シ
キ
ノ

式
『
蓮レ

ン

宗シ
ウ

宝
鑑カ

ン

』
ニ
ハ
「
餘
門ノ

学
道ハ

如シ
三
蟻ギ

子シ
ノ

登ノ
ボ
ル
カ

二
高
山ニ
一
念
仏シ

テ

 

往
生ス

ル
ハ

  

似ニ
タ三
風フ

ウ
帆ハ

ン
ヲ

  

行ヤ
ル
ニ二

順シ
ユ
ン

水ス
イ
ニ一
」
ト
顕
サ
レ
タ
。（
巻
第
二
ノ
第
四
「
不
経
多
劫
得
疾

解
脱
方
便
ト
云
文
事
」
付
「
蟻
子
風
帆
喩
事
」）

と
す
る
。

右
が
問
題
視
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
『
蓮
宗
宝
鑑
』
の
著
者
が
「
普
度
」
と
「
遵

式
」
と
で
異
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、「
揚
於

0

0

順
水
」
と
「
行0

順
水
」
と
し
て
、
引
用

文
自
体
に
異
同
の
あ
る
二
点
に
求
め
う
る
。
特
に
『
蓮
宗
宝
鑑
』
の
著
者
に
つ
い

て
、
妙
音
寺
は
『
浄
土
勧
化
良
材
鈔
』
巻
第
四
「
蟻
子
高
山
喩
弁
」
に
も
「
遵シ

ユ
ン
シ
キ式

ノ
『
蓮レ

ン

宗シ
ウ

宝ホ
ウ

鑑カ
ン

』」
と
記
す
。
こ
れ
が
不
審
で
あ
る
の
は
、『
廬
山
蓮
宗
宝
鑑
』（
一

三
〇
五
成
立
）
の
著
者
が
『
大
綱
鈔
』
の
述
べ
る
よ
う
に
、
元
代
の
禅
僧
普
度
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（
？－

一
三
三
〇
）
で
あ
っ
て
、
宋
代
の
天
台
僧
遵
式
（
九
六
四－

一
〇
三
二
）
で

は
な
い
こ
と
に
依
拠
す
る
。
つ
ま
り
こ
の
誤
認
は
妙
音
寺
の
著
述
に
特
徴
的
で
あ
る

こ
と
が
見
込
め
る
の
だ
。
勿
論
、『
要
義
鈔
』
か
ら
『
大
綱
鈔
』
ま
で
の
間
に
知
識

の
修
正
が
成
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、『
大
綱
鈔
』
板
行
後
の
『
弁
泉
鈔
』

『
浄
土
勧
化
良
材
鈔
』
に
お
い
て
再
び
「
遵
式
」
と
誤
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
。

更
に
、
引
用
文
の
異
同
に
つ
い
て
も
、
正
保
四
年
刊
『
蓮
宗
宝
鑑
』
に
は
、「
餘

門ノ

学
道ハ

如ク
三
蟻
子ノ

上ル
カ二

於
高
山ニ
一
浄
土
往
生ハ

似リ
三
風
帆ノ

行ク
ニ

二
於
順
水ニ
一
」 （
22
）
と
し
て
、
特

に
、
西
本
願
寺
二
代
目
能
化
知
空
（
一
六
三
四－

一
七
一
八
）
が
著
し
た
『
三
帖

和
讃
首
書
』（
寛
文
元
年
刊
）
に
も
、

○
私
考
、
専
修
念
仏ハ

即
頓－
教ナ

リ也
。『
蓮
宝
宝
鑑ニ

』
云ク

、「
餘ヨ

門ノ

学
道ハ

如
三
蟻
子ノ

登
二
高
山
一
念
仏
往
生ハ

似
三
風
帆
行
二
順
水ニ
一
」。
雲
棲ノ

云
、「
餘
門ノ

学
道ハ

名
二
竪

出
三
界ト
一
念
仏ノ

往
生ヲ

名
二
横
出
三
界ト
一
」 （
23
）

と
記
す
こ
と
か
ら
、
妙
音
寺
は
こ
の
系
統
の
本
文
を
受
け
継
い
だ
と
推
定
さ
れ
る

が
、
一
方
で
撮
襄
は
明
代
の
禅
僧
雲
棲
袾
宏
（
一
五
三
五－

一
六
一
五
）
が
『
阿

弥
陀
経
疏
鈔
事
義
』
中
「
蟻
山
風
水
」
に
注
釈
し
て
、「『
蓮
宗
宝
鑑
』
云
、「
餘
門

学
道
如
蟻
子
上
於
高
山
念
仏
往
生
似
風
帆
揚
於

0

0

順
水
」 （
24
）
と
記
す
の
に
拠
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
撮
襄
が
『
阿
弥
陀
経
疏
鈔
事
義
』
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
、

か
つ
、『
蓮
宗
宝
鑑
』
の
正
し
い
著
者
を
理
解
し
て
い
た
半
面
、
妙
音
寺
が
『
蓮
宗

宝
鑑
』
な
ら
び
に
西
本
願
寺
能
化
知
空
と
同
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
踏
襲
し
て
『
蓮

宗
宝
鑑
』
の
著
者
を
誤
認
し
て
い
た
こ
と
は
、
両
者
が
明
ら
か
に
そ
の
知
識
と
知

識
源
と
を
異
に
し
て
い
た
こ
と
を
顕
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
筆
者
は
撮
襄
と
妙
音

寺
と
を
同
人
と
す
る
こ
と
を
肯
ん
じ
え
な
い
。

し
か
し
、『
仏
教
大
辞
彙
』
の
記
述
は
妙
音
寺
の
著
述
に
関
す
る
新
た
な
可
能
性

を
も
示
唆
す
る
も
の
だ
。
そ
れ
が
『
四
十
八
願
弁
述
鈔
』
で
あ
る
。

『
四
十
八
願
弁
述
鈔
』
は
架
蔵
本
の
他
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
、
龍
谷
大
学
図

書
館
な
ど
に
所
蔵
が
確
認
さ
れ
る
。
一
〇
巻
。「
無
量
寿
経
」
に
収
め
ら
れ
る
弥
陀

の
四
十
八
願
に
即
し
た
説
教
を
記
す
勧
化
本
で
あ
る
。
そ
の
板
元
は
川
勝
五
郎
右

衛
門
と
西
村
九
郎
右
衛
門
で
、
川
勝
五
郎
右
衛
門
が
妙
音
寺
の
著
述
を
多
く
手
が

け
た
板
元
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
に
指
摘
し
た
。

本
書
は
目
録
︵
図
４
︶
と
文
末
表
現
︵
図
５
︶
に
お
い
て
、
妙
音
寺
の
著
述
の

特
徴
を
よ
く
踏
襲
し
て
い
る
。

特
に
、
文
末
表
現
に
つ
い
て
、
後
小
路
薫
は
『
四
十
八
願
弁
述
鈔
』
を
取
り
上

げ
て
、第

二
願
以
下
、
四
十
八
願
ま
で
の
末
尾
は
全
て
「
師
徳
如
前
」
と
割
注
が
あ

る
。
こ
の
省
略
は
近
世
の
浄
土
真
宗
の
勧
化
本
に
は
『
真
宗
勧
化
要
義
集
』

図４　架蔵『四十八願弁述鈔』巻第一目録
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等
、
数
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
師
の
徳
を
讃
え
、
法
度
を
守
れ
、

と
い
う
教
化
」「
師
の
徳
を
讃
え
る
教
化
は
前
の
如
く
で
あ
る
」
の
意
味
で
あ

る
。
こ
れ
を
省
略
す
る
の
は
、
師
徳
の
教
化
が
真
宗
説
教
の
通
規
で
あ
る
か

ら
で
あ
り
、
そ
れ
を
十
分
承
知
し
て
い
る
説
教
僧
に
対
し
て
掲
げ
る
必
要
が

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る （
25
）。

と
し
て
こ
の
「
師
徳
如
前
」
を
真
宗
系
勧
化
本
全
般
に
亘
る
慣
習
の
ご
と
く
記
し

て
い
る
が
、
前
述
の
通
り
、
実
際
は
勧
化
本
作
家
に
よ
っ
て
省
略
の
方
法
は
異
な

り
、「
師
徳
如
前
」
の
略
記
は
妙
音
寺
に
限
定
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
を
『
四
十

八
願
弁
述
鈔
』
も
ま
た
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
本
書
が
妙
音
寺
の
著
述
で
あ
る
こ

と
の
ひ
と
つ
の
証
左
と
な
り
得
る
も
の
だ
。
そ
れ
で
も
、
他
の
勧
化
本
作
家
が
こ

れ
を
用
い
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
し
か
し
、
妙
音
寺
の
特
徴
の
踏
襲
の
み
な

ら
ず
、『
四
十
八
願
弁
述
鈔
』
で
は
「
此レ

ニ

  

因ヨ
リ

テ
遵ジ

ユ
ン
シ
キ
ノ

式
『
蓮レ

ン

宗シ
ユ

宝
鑑カ

ン

』
ニ
モ
、「
餘ヨ

門ノ

学
道ハ
如シ
三
蟻ギ

子シ
ノ
登ノ

ホ
ル
カ

二  

高
山ニ
一
念
仏シ

テ往
生ス

ル
ハ

  

似ニ
タ
リ三 

風フ
ウ
帆ハ

ン
ヲ

  

行ヤ
ル
ニ二  

順ジ
ユ
ン水ニ

一
」（
巻
之
一
〇
「
難

行
易
行
成
仏
遅
速
」）」 （
26
）
と
記
し
て
、『
蓮
宗
宝
鑑
』
の
著
者
を
「
遵
式
」
と
し
、

「
風
帆
行0

順
水
」
と
本
文
を
引
く
。
前
述
の
通
り
、
こ
れ
は
妙
音
寺
に
特
徴
的
な
誤

認
で
あ
る
。

さ
て
ま
た
、
妙
音
寺
の
著
述
に
は
重
複
説
話
が
多
い
。
例
え
ば
、『
要
義
鈔
』
巻

第
一
ノ
第
三
「
転
悪
成
善
益
之
事
」
付
「
張
善
和
并
高
不
往
生
之
事
」
は
『
真
宗

勧
化
要
集
鈔
』
巻
第
六
ノ
第
四
「
若
起
疑
謗
者
乃
　

至
無
由
可
救
ト
云
文
事
」
付
「
張

善
和
依
臨
終
懺
悔
滅
一
生
重
罪
生
極
楽
義
」
な
ら
び
に
『
真
宗
勧
化
訓
蒙
集
』
巻

第
二
ノ
二
九
「
善
和
命
終
念
仏
滅
罪
見
仏
之
述
」
に
も
見
出
せ
る
し
、
ま
た
、『
要

義
鈔
』
巻
第
二
ノ
第
一
〇
「
入
正
定
聚
益
之
事
」
付
「
舎
利
弗
四
禅
比
丘
清
信
士

修
行
退
堕
之
事
」
は
『
真
宗
勧
化
要
義
後
集
』
巻
第
六
ノ
第
二
「
一
念
欲
契
仏
意

者
乃
　

至
可
念
弥
陀
ト
云
文
事
」
付
「
清
信
士
依
悪
縁
生
鼻
虫
事
」
な
ら
び
に
『
真
宗

勧
化
要
集
鈔
』
巻
第
六
ノ
第
二
「
妻
子
珍
宝
及
王
位
乃
　

至
今
世
後
世
為
伴
侶
ト
云
文

事
」
付
「
清
信
士
依
愛
念
成
鼻
虫
弁
」
に
見
え
る
。
こ
う
し
た
重
複
は
『
四
十
八

願
弁
述
鈔
』
に
も
見
出
せ
て
、
例
え
ば
、『
四
十
八
願
弁
述
鈔
』
に
は
次
の
よ
う
な

須
陀
耶
説
話
が
収
録
さ
れ
る
。

又タ

「
福
田
経
」
ノ
中カ

ニ

  

示メ

サ
レ
タ
ハ
昔シ

一
比ヒ

丘ク

有
テ
其ノ

名ナ

ヲ
須シ

ユ

陀タ

耶ヤ

ト
云
フ
。

①
一ア

ル
ト
キ日

仏ケ
ニ

  

白マ
フ

シ
玉
フ
ハ
、「
我レ

宿
命
通
ヲ
以
テ
②
過
去
世
ヲ
案ア

ン

ス
レ
ハ
維コ

イ

耶ヤ

離リ

国
ニ
生
レ
テ
小
民ミ

ン

家ケ

ノ
子コ

ト
ナ
ル
。
其ノ

時キ
ニ

  

仏ケ

在マ
シ
〳
〵テ
③
大
衆
ノ
為タ

メ

ニ
法
ヲ
説ト

キ

玉
フ
︒  

其ノ

時キ

我レ 

④
酪ラ

ク

味ミ

ヲ
持モ

チ

テ
市イ

チ

ニ
出

イ
テ
ヽ
ウ
ラ
ン
売
ト
ス
ル
ニ
、
中チ

ウ

路ロ

ニ
於
テ
諸

モ
ロ
〳
〵ノ

僧ソ
ウ

衆シ
ユ

ノ
大タ

イ

会エ

シ
テ
説
法
シ
玉
フ
ヲ
見ル

。
立タ

チ

寄ヨ
リ

テ
法
ヲ
聞ク

ニ
心
肝カ

ン

ニ
⑤
徹テ

ツ

シ
テ

難カ
タ

レ
有ア

リ

ケ
レ
ハ
瓶ヒ

ヤ
ウ

中
ノ
酪ラ

ク

味ミ

ヲ
以
テ
衆
僧
ニ
施ホ

ト
コス

。
此ノ

福フ
ク

業コ
フ

ニ
依
テ
命メ

ウ

終シ
ウ

シ

テ
天
上
ニ
生
ジ
、
後ノ

チ

又タ

人
間
ニ
下ゲ

生シ
ヤ
ウシ

テ
常ツ

ネ

ニ
尊ソ

ン

貴キ

ノ
家イ

ヘ

ニ
生
ス
ル
コ
ト
九

十
一
刧
ト
ア
リ
。
又タ

其ノ

後ノ
チ

人
間
ニ
生
ス
ル
ニ
餘ヨ

残ザ
ン

ノ
罪ツ

ミ

ニ
依
テ
母ハ

ヽ

ノ
胎
内
ニ

図５　『四十八願弁述鈔』巻之二文末表現
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ア
リ
シ
時キ

母ハ
ヽ 

命イ
ノ
チ 

終ヲ
ハ
ル。
依
テ
土ド

中チ
ウ

ニ
埋ウ

ツ
メケ
ル
ニ
月
満マ

ン

シ
テ
彼ノ

胎
内
ノ
子コ

土
中

ニ
生ム

マ
レ、
七
年
ノ
間タ

土
中
ニ
有
テ
死シ

セ
ル
母ハ

ヽ

ノ
⑥
血ケ

ツ

肉ニ
ク

ヲ
呑ノ

ミ

テ
命イ

ノ
チヲ
ツ
ナ
キ
其レ

ヨ
リ
此ノ

人
間
ニ
ア
ラ
ハ
レ
成セ

イ
チ
ヤ
ウ長シ

テ
仏
ノ
御ン

弟テ

子シ

ト
ナ
リ
修
行
成
就
シ
テ
羅

漢
無
生
ノ
サ
ト
リ
ヲ
ヒ
ラ
ク
。」
ト
テ
ヨ
ロ
コ
ヒ
玉
フ
。（
巻
第
一
ノ
第
五
「
宿

命
智
通
願
事
」
付
「
須
陀
耶
知
宿
命
語
過
去
弁
」）

本
話
は
『
合
類
大
因
縁
集
』
を
踏
ま
え
た
と
思
し
く （
27
）、

昔シ

一
比
丘
ア
リ
。
須シ

ユ

陀タ

耶ヤ

ト
名
ク
。
①
即
チ
仏
ニ
白
シ
テ
言
サ
ク
、「
我レ

宿
命

ヲ
以
テ
②
往ワ

ウ
ジ
ヤ
ク昔ヲ

念
ズ
レ
ハ
維ユ

イ－

耶ヤ－

離リ

国
ニ
生
レ
テ
小セ

ウ－

民ミ
ン－

家カ

ノ
子コ

ト
ナ
レ

リ
。
其ノ

時
ニ
仏ホ

ト
ケ－

在マ
シ
マス

。
③
又
衆
僧
有
テ
衆－

生
ヲ
教ケ

ウ－

化ク
ヱ

ス
︒  

我レ
④
酪ラ

ク

ヲ
持ヂ

シ

テ
市イ

チ

ニ
入
リ
、
売ウ

ラ

ン
ト
欲
ス
ル
ニ
中チ

ウ－

路ロ

ニ
於
テ
衆
僧
ノ
大－

会
シ
テ
説－

法
シ

玉
フ
ヲ
見
ル
。
立
チ
寄
テ
法
ヲ
聞
ク
ニ
、
心－

肝
ニ
⑤
銘メ

イ
シ
テ
貴タ

ツ
トカ

リ
ケ
レ
ハ

瓶ヒ
ヤ
ウ

－

中
ノ
酪
ヲ
以
テ
衆
僧
ニ
施
ス
。
此
ノ
福
業
ニ
依
テ
命
終
シ
テ
天
上
ニ
生

シ
、
後チ

人－

間
ニ
下－

生
シ
テ
常
ニ
尊－

貴
ノ
家
ニ
生
ス
ル
コ
ト
九－

十－

一－

刧

ナ
リ
。
其
ノ
後チ

人－

中
ニ
生
ズ
ル
ニ
餘ヨ

残ザ
ン

ノ
罪ツ

ミ

ニ
依
テ
母モ－

胎タ
イ

ニ
ア
リ
シ
時キ

、

母
命－

終
ス
。
共ト

モ

ニ
母
ノ
塚ツ

カ
ノ

－

中
ニ
埋ウ

ツ

メ
ラ
ル
。
月－

満ミ
チ

テ
乃ス

　

チ
生ウ

マ

ル
。
我レ

七
年

ノ
間
ダ
塚
ノ
中
ニ
在
テ
死
セ
ル
母
ノ
⑥
乳チ

ヲ
呑ノ

ミ

テ
生シ

ヤ
ウ
ク
ハ
ツ

－

活
ス
。
昔シ

微ミ－

福フ
ク

ヲ
修

ス
ル
ヲ
以
ノ
故
ニ
亦
タ
仏
ニ
値
奉
リ
テ
真シ

ン－

諦タ
イ

ヲ
得
タ
リ
ト
。「
福フ
ク

田デ
ン

経
」
ノ
説

（
巻
第
三
ノ
二
二
「
施
酪
功
徳
」） （
28
）

両
話
は
概
ね
合
致
す
る
が
、
し
か
し
、
傍
線
箇
所
①
か
ら
⑥
に
つ
い
て
、
細
部
に

異
同
が
見
出
せ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、『
弁
泉
鈔
』
に
も
、
須
陀
耶
の
説
話
を
登
載

し
て
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
福フ

ク

田デ
ン

経
ニ」、

昔シ

一リ

ノ
比
丘
ア
リ
。
須シ

ユ

陀ダ

耶ヤ

ト
名
ク
。
①
或ル－

時キ

白マ
フ

シ
タ
マ
フ
ヤ

ウ
ハ
、「
我レ

宿
命
通
ヲ
以
テ
②
過
去
世
ヲ
思
フ
ニ
維ユ

イ

耶ヤ

離リ

国
ニ
生
レ
テ
小
民ミ

ン

家ケ

ノ
子コ

ト
ナ
ル
。
其ノ

時キ

仏ケ 

在マ
シ
マテ
③
一
切
衆
生
ヲ
教
化
シ
玉
フ
︒  

其ノ

時キ

我レ
④
酪ラ

ク

ヲ

持モ
チ

テ
市イ

チ

ニ
入イ

リ

、
売ウ

ラ
ント
ス
ル
ト
有
ル
。
酪ラ

ク

ト
云
フ
ハ
天
竺
ニ
於
テ
柔ニ

フ

軟ナ
ン

草ソ
ウ

ト
イ

フ
艸ク

サ

ヲ
牛ウ

シ

ニ
ク
ワ
セ
、
其
ノ
牛
ノ
乳チ

ヽ

ヲ
初ハ

ジ
メテ

シ
ボ
リ
出
ス
ヲ
乳ニ

フ

味ミ

ト
イ
ヒ
、

其ノ

乳
味
ヲ
七
日
煎セ

ン

ジ
タ
ル
ヲ
酪ラ

ク

味ミ

ト
イ
フ
テ
、
人
ノ
為タ

メ

ニ
大キ

ナ
ル
薬ク

ス
リニ

テ
在

マ
シ
マ

ス
。  

此
ノ
酪
味
ヲ
持モ

チ

テ
市イ

チ

ニ
出イ

デ

テ
売ウ

ラ
ント

ス
ル
時キ

途ト

中チ
ウ

ニ
於
テ
衆シ

ユ

僧ソ
ウ

ノ
大
会
シ

テ
説
法
シ
玉
フ
ヲ
見
ル
。
立タ

チ

寄ヨ
リ

テ
法
ヲ
聞
ク
ニ
、
心シ

ン

肝カ
ン

ニ
⑤
徹テ

ツ
シ
テ
難カ

タ
キレ

有ア
リ

ユ

ヘ
ニ
其ノ

ウ
レ
シ
サ
ニ
彼ノ 

売ウ
ラ
ント
ス
ル
酪
味
ヲ
衆
僧
ニ
供
養
ス
。
此
ノ
善
根
力
ニ

依
テ
命チ

終ヲ
ハ
リテ

天
上
ニ
生
シ
、
其レ

ヨ
リ
後チ

人
間
に
下ケ

生
シ
テ
常
ニ
尊ソ

ン

貴キ

ノ
家
ニ

生
ズ
ル
コ
ト
九
十
一
劫
ナ
リ
。
其ノ

後チ

人
間
ニ
生
ズ
ル
ニ
餘ヨ

ザ
ン残

ノ
罪ツ

ミ

ニ
依
テ
母ハ

ヽ

ノ
胎タ

イ

内ナ
イ

ニ
ア
リ
シ
時キ

、
母
命チ

終ル

ニ
ヨ
リ
テ
土
中
ニ
埋ウ

ツ
メラ

ル
。
十ト

月ツ
キ

満マ
ン

ジ
テ
死シ

ヽ

タ
ル
母ハ

ヽ

ノ
胎タ

イ

内ナ
イ

ヨ
リ
シ
テ
土ド

中チ
ウ

ニ
生ム

マ

ル
。
我レ

七
年
ノ
間タ

土
中
ニ
在
テ
、
死シ

セ

ル
母
ノ
⑥
血ケ

ツ

肉ニ
ク

ヲ
ス
ヽ
リ
テ
命チ

ヲ
ツ
ナ
キ
テ
其レ

ヨ
リ
土
中
ヲ
出イ

デ

テ
今マ

人
ト
ナ

ル
。
昔シ

衆
僧
ニ
酪ラ

ク

ヲ
施ホ

ト
コシ
タ
ル
宿
善
力
ニ
ヨ
リ
テ
今マ

大
聖
釈
迦
如
来
ニ
奉タ

テ
マ
ツ
リ

レ

値ア
ヒ

、
羅ラ

漢カ
ン

果ク
ワ

ヲ
得ヱ

奉ル

ゾ
ト
語
レ
タ
。（
巻
第
五
○
六
通
部
第
一
「
宿
命
通
ト
云

文
事
」
付
「
須
陀
耶
宿
命
弁
」） （
29
）

こ
ち
ら
も
『
合
類
大
因
縁
集
』
か
ら
の
摂
取
が
見
込
ま
れ
る
が
、
や
は
り
①
か

ら
⑥
に
つ
い
て
、『
合
類
大
因
縁
集
』
で
は
な
く
、『
四
十
八
願
弁
述
鈔
』
と
の
合

致
が
見
出
せ
る
。
④
の
「
酪
」
は
、
は
じ
め
『
弁
泉
鈔
』
で
は
「
酪
」
と
し
て
、

『
合
類
大
因
縁
集
』
に
合
致
す
る
が
、
波
線
部
に
示
し
た
よ
う
に
、
わ
ざ
わ
ざ
「
酪
」

が
何
か
を
詳
述
し
て
、
こ
れ
は
「
酪
味
」
で
あ
る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
で
あ
る
。
同

一
典
籍
か
ら
の
流
用
で
あ
り
な
が
ら
、
細
部
に
お
け
る
語
句
の
異
同
が
見
出
せ
る

こ
と
は
、
両
書
、
そ
し
て
そ
の
著
者
に
親
和
性

―
こ
の
場
合
は
、
更
に
踏
み
込

ん
で
同
一
性
と
言
っ
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
特
に
『
蓮
宗
宝
鑑
』
に
関

す
る
誤
認
は
、
こ
れ
が
撮
襄
と
妙
音
寺
と
の
同
一
視
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た

の
と
同
様
に
、『
四
十
八
願
弁
述
鈔
』
の
著
者
と
妙
音
寺
と
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
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も
有
用
で
あ
る

―
を
認
め
う
る
も
の
だ
。
恐
ら
く
は
、『
四
十
八
願
弁
述
鈔
』
も

ま
た
、
妙
音
寺
の
著
述
な
の
で
あ
ろ
う
。『
真
宗
勧
化
訓
蒙
集
』
と
『
真
宗
勧
化
要

集
鈔
』
の
板
行
に
八
年
も
の
空
白
が
あ
っ
た
が
、
実
は
そ
の
間
に
も
妙
音
寺
の
著

述
板
行
は
成
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
、
妙
音
寺
と
了
信
―
著
述
の
重
複
に
注
目
し
て
―

さ
て
ま
た
別
稿 （
30
）
に
筆
者
は
妙
音
寺
に
近
接
す
る
人
物
と
し
て
、
了
信
を
取
り

上
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
了
信
は
そ
の
署
名
か
ら
、
真
宗
本
願
寺
派
の
学
僧
と
推
定

さ
れ
る
。
序
文
に
付
さ
れ
た
印
記
か
ら
法
名
を
「
達
空
」
と
言
い
、
龍
谷
大
学
図

書
館
に
達
空
に
よ
る
西
本
願
寺
一
代
目
能
化
西
吟
（
一
六
〇
五－

六
三
）
著
『
大

経
私
考
』
の
写
本
（
請
求
記
号　

一
二
一
．
二
／
二
七
七－

Ｗ
／
一
）
が
収
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
こ
れ
は
確
実
視
し
う
る
。
了
信
作
と
確
定
し
う
る
著
述
は
、

『
真
宗
勧
化
行
状
鈔
』（
元
禄
八
年
刊
、
川
勝
五
郎
右
衛
門
板
）、『
正
信
念
仏
偈
弁

述
鈔
』（
元
禄
九
年
刊
、
北
村
四
郎
兵
衛
板
）、『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
弁
述
』（
正
徳
六

年
刊
、
北
村
四
郎
兵
衛
・
新
井
弥
兵
衛
板
）
の
三
書
で
あ
る
。
内
、『
正
信
念
仏
偈

弁
述
鈔
』
は
現
存
す
る
も
の
に
署
名
を
付
さ
な
い
が
、
明
治
期
に
活
字
本
の
板
行

が
あ
り
、
そ
れ
に
付
さ
れ
た
序
文
に
は
、「
洛
陽
疎
財
坊
桑
門
釈
了
信
誌
」 （
31
）
と
著

者
了
信
の
自
署
を
付
す
。

了
信
の
著
述
は
妙
音
寺
の
そ
れ
と
は
異
な
る
目
録
体
裁
を
採
る
し
、
そ
の
俗
文

体
も
控
え
め
で
あ
る
。
章
段
末
に
「
師
徳
如
前
」
の
語
も
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
を
差
し
引
い
て
も
、
妙
音
寺
と
了
信
の
著
述
に
は
共
通
点
が
多
く
見
出
せ

て
、
そ
の
同
一
性
を
否
定
で
き
な
い
。

第
一
に
、
そ
の
主
板
元
で
あ
る
。
妙
音
寺
も
了
信
も
、
著
述
板
行
の
大
半
を
川

勝
五
郎
右
衛
門
か
北
村
四
郎
兵
衛
が
担
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
了
信
に
は
『
正
信
念
仏
偈
弁
述
鈔
』『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
弁
述
』
と
、
二

書
に
「
弁
述
（
鈔
）」
を
使
う
が
、
こ
れ
は
『
四
十
八
願
弁
述
鈔
』
と
共
通
す
る
。

実
は
、「
弁
述
（
鈔
）」
を
冠
す
る
同
時
代
の
勧
化
本
は
ひ
じ
ょ
う
に
少
な
く
、
右

以
外
で
は
浄
土
宗
の
春
鴬
が
著
し
た
『
扶
桑
怪
談
弁
述
鈔
』（
寛
保
二
年
刊
）
の
み

で
あ
る
。
書
名
の
個
性
は
存
外
著
し
く
、
玄
貞
は
「
鼓
吹
」、
後
年
は
「
本
義
」
を

夙
に
用
い
た
し
、
空
誓
も
「
註
解
」
を
愛
用
し
た
。
了
信
が
「
弁
述
」
を
多
く
用

い
た
の
も
彼
の
個
性
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

第
三
に
、『
四
十
八
願
弁
述
鈔
』
同
様
、
妙
音
寺
の
著
述
と
了
信
の
そ
れ
と
に

は
、
収
録
話
の
重
複
が
顕
著
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
相
互
に
成
っ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
に
注

意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、『
要
義
鈔
』
巻
第
六
ノ
第
三
「
祖
師
聖
人
匪
直
也

人
乃
　

至
曇
鸞
化
現
也
ト
云
文
事
」
と
『
行
状
鈔
』
巻
第
九
ノ
二
〇
「
太
子
唱
四
句
文

礼
祖
師
事
」
か
ら
二
九
「
熊
野
名
義
之
弁
述
」
ま
で
が
ほ
ぼ
ほ
ぼ
合
致
し
、
更
に

『
真
宗
勧
化
行
状
鈔
』
巻
第
一
〇
ノ
二
七
「
白
亀
年
聞
禽
獣
語
事
」
二
八
「
僧
賀
知

聖
空
六
根
浄
事
」
二
九
「
芭
蕉
魚
類
無
耳
聞
等
之
弁
」
が
『
真
宗
勧
化
弁
泉
鈔
』

巻
第
五
ノ
第
三
「
天
耳
通
ト
云
文
事
」「
白
亀
年
聞
禽
獣
事
」「
僧
賀
知
聖
空
六
根
浄

弁
述
」「
芭
蕉
魚
類
無
耳
聞
物
声
事
」
と
し
て
合
致
す
る
。
ま
た
、『
要
義
鈔
』
に

月
兔
説
話
を
引
い
て
、

兎
ハ
不ス
レ
登ノ

ホ
ラレ

木ニ
モ不

レ
出イ

テ
レ
市イ

チ
ニ
モ

　

身
命
ヲ
以
テ
供
養
セ
ン
ト
思
ヒ
、
拾ヒ

ロ
ヒレ

薪タ
キ
ヲ

焼ヤ
キ

レ

身ヲ

供
養
シ
タ
。
然
ル
処
ニ
其ノ

志
コ
ヽ
ロ
サ
シノ
深

フ
カ
キ

事
ヲ
月
天
子
ガ
感カ

ン

ジ
玉
ヒ
テ
、
取
テ

月
ノ
宮ク

フ

殿テ
ン

ニ
入レ

玉
ヒ
タ
レ
バ
、
忽

タ
チ
マ
チニ
銀

シ
ロ
カ
ネノ
兎ウ

サ
ギト
ナ
リ
タ
ト
ア
ル
。
依テ
レ
此ニ

、

月
ノ
異イ

名ミ
ヤ
ウヲ

バ
銀キ

ン

兎ト

ト
イ
フ
。
去レ

バ
カ
ヽ
ル
鳥テ

ウ－

類ル
イ

ヤ
畜チ

ク

類
サ
ヘ
一
太
事
ヲ
教

ヘ
玉
フ
。
四
恩
ヲ
報
ゼ
ン
爲メ

ニ
ハ
二ツ

ト
モ
三ツ

ト
モ
ナ
ヒ
。
身
ヲ
捨
テ
命
ヲ
捨ス

テ

テ
、
恩
ヲ
報
ゼ
ラ
レ
タ
ト
ア
ル
。（
巻
第
六
ノ
第
二
「
爰
祖
師
聖
人
乃
　

至
叵
報
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一
端
ト
云
文
事
」
付
「
免
報
師
恩
成
銀
兎
事
」）

と
記
す
が
、
本
話
は
『
行
状
鈔
』
に
も
、

依テ
レ
此ニ

昔シ

山－

林リ
ン

ニ
仙
人
有
テ
説－

法
シ
玉
フ
コ
ト
有リ

。
野ヤ

干カ
ン

ト
兎ウ

サ
ギト

猿サ
ル

ト
聴

チ
ヤ
ウ

聞モ
ン

シ
テ
随ス

イ

喜キ

ノ
コ
ヽ
ロ
ヲ
起ヲ

コ

ス
。
猿サ

ル

ハ
木
ニ
ノ
ボ
リ
テ
菓コ

ノ
ミヲ

取ト
リ

テ
供ク

養
ス
。

兎ウ
サ
ギハ

木
ニ
モ
ノ
ボ
ラ
ズ
市イ

チ

ニ
モ
出イ

デ

ス
。
身
命
ヲ
ナ
ゲ
ウ
ツ
テ
供ク

養
セ
ン
ト
テ

薪タ
キ
ヽヲ
拾ヒ

ロ

ヒ
此
ノ
身
ヲ
焼ヤ

イ

テ
供ク

養ヤ
ウ

セ
ン
ト
ス
。
月
天
子
コ
レ
ヲ
感
ジ
テ
月
ノ
宮

殿
ノ
中
ニ
取
テ
入
玉
ヘ
バ
忽
チ
銀
ノ
兎ウ

サ
ギト

ナ
ル
。
故
ニ
月
ノ
異
名
ヲ
銀
兎
ト

イ
フ
。
此
畜
類
ス
ラ
恩
ヲ
報
ズ
ル
ト
有
ル
。（
巻
第
四
ノ
二
七
「
兎
焼
身
成
銀

兔
之
弁
」） （
32
）

と
し
て
ほ
ぼ
同
文
が
登
載
さ
れ
る
。
こ
れ
が
更
に
『
真
宗
勧
化
御
文
章
』
に
、

又
タ
『
西サ

イ

国コ
ク

伝テ
ン

』
ニ
ヨ
ラ
ハ
過ク

ハ

去コ

ニ
兎ウ

サ
キア
リ
。
菩
薩
ノ
行
ヲ
行
ス
。
天
帝テ

イ

此

レ
ヲ
試

コ
ヽ
ロ
マ
ンタ
メ
ニ
肉ニ

ク

ヲ
モ
ト
メ
テ
食シ

キ

セ
ン
ト
欲
ス
。
彼
ノ
兎
キ
身
ヲ
火
中
ニ

捨ス
ツ

。
天
帝
此
レ
ヲ
愍

ア
ハ
ラ
ミ、

其
ノ
焦シ

ヤ
ウ兎ト

ヲ
取
テ
月
ノ
内ウ

チ

ニ
置
ク
。
令シ

テ下
未
来ノ

一
切

衆
生ヲ

挙ア
ケ
テレ

目メ
ヲ

瞻ミ
レ
之コ

レ
ヲ

  

知ラ
中
是レ

過
去
ノ
菩
薩
行ス

ル
コ
ト

レ   
慈ジ

ヲ

之
身ミ

ナ
ル
コ
ト
ヲ

、上 　

仍
テ
月
ノ
異
名

ヲ
銀
兎ト

ト
イ
フ
。（
巻
第
一
ノ
第
三
「
一
ツ
涅
槃
経
ニ
ノ
タ
マ
ハ
ク
如
来
法
無

有
選
択
等
文
事
」
付
「
月
名
銀
兔
故
事
」） （
33
）

と
し
て
同
一
説
話
を
載
せ
る
。『
真
宗
勧
化
御
文
章
』
は
前
の
二
書
と
内
容
が
異
な

る
が
、
こ
れ
は
『
真
宗
勧
化
御
文
章
』
が
『
法
苑
珠
林
』
に
拠
っ
た
こ
と
に
因
む
。

し
か
し
、『
法
苑
珠
林
』
に
は
、「
依ニ
二
西
国
伝ニ
一
云ク

、
過－

去ニ

有
レ
兎
、
行ス
一
菩
薩
行ヲ

。二

天
帝
試テ
レ
之ヲ

索
レ
肉ヲ

欲ス
レ
食セ

ン
ト。

捨ツ
二
身
火－

中ヲ

。一
天
帝
愍テ
レ
之ヲ

取テ
二
其ノ

焦－

兎ヲ
一
置
二
於
月ノ

内ニ

。一
令ム
三
未－

来ノ

一
切
衆
生ヲ

シ
テ

  

挙テ
レ
目ヲ

瞻テ
レ
之ヲ

。
知
二
是レ

過－

去ノ

菩－

薩
行ス

ルレ
慈ヲ

之
身ナ

ル
コ
ト
ヲ

一 

」

（『
法
苑
珠
林
』
巻
第
七
「
日
月
篇
」
第
三
之
余
「
月
宮
部
」） （
34
）
と
し
て
、
最
後
の

「
月
ノ
異
名
ヲ
銀
兎ト

ト
イ
フ
」
は
な
い
。

『
要
義
鈔
』
収
録
話
が
『
行
状
鈔
』
に
も
見
出
せ
た
一
方
で
、『
行
状
鈔
』
に
収

録
さ
れ
る
飛
梅
説
話
、

彼
ノ
延
喜
ノ
御
時
、
左
大
臣
時ト

キ

平ヒ
ラ

ト
云フ

人
イ
マ
タ
年
ワ
カ
ク
身
ノ
栄サ

カ
ヘモ
ヲ
ロ

カ
ニ
オ
ハ
シ
ケ
レ
バ
菅ス

ガ

原ワ
ラ

右
大
臣
ハ
年
オ
ト
ナ
シ
ク
身
ノ
才サ

イ

モ
メ
デ
タ
ク
オ

ハ
シ
ケ
レ
ハ
天
下
ノ
政

マ
ツ
リ
コ
ト

右
大
臣
ノ
ツ
カ
サ
ド
リ
給タ

マ
ヒケ

ル
ヲ
左
大
臣
憤

イ
キ
ト
ヲリ

玉
ヒ
テ
虚ソ

ラ

言コ
ト

ヲ
云イ

ヒ

付ツ
ケ

テ
右
大
臣
ヲ
筑ツ

ク

紫シ

ヘ
流
シ
玉
フ
。
此ノ

事
ニ
於
テ
哀ア

ハ
レニ

悲

キ
事
ド
モ
多
ク
聞
ヘ
侍リ

キ
。
其
ノ
中
ニ
取
テ
モ
宿ヤ

ト

ノ
梅
ヲ
思ヒ

出
玉
ヒ
テ
カ
ク

ゾ
読ヨ

ミ

玉
ヒ
ケ
ル

▼
コ
チ
吹フ

カ

バ
匂ニ

ホ
ヒヲ

コ
セ
ヨ
梅
ノ
花

		


ア
ル
ジ
ナ
シ
ト
テ
春
ヲ
ワ
ス
レ
ナ

ト
ヨ
ミ
玉
フ
。
其
後
此
ノ
歌
ニ
テ
彼
ノ
梅
主ア

ル
ジヲ

慕シ
タ
ヒテ

安
楽
寺
ヘ
飛
テ
彼
ノ
所

ニ
生オ

ヒ

テ
有ル

ト
ゾ
云
伝ツ

タ

ヘ
リ
。（
巻
第
七
ノ
三
二
「
右
大
臣
依
歌
梅
筑
紫
飛
来
」）

こ
れ
が
今
度
は
『
浄
土
勧
化
良
材
鈔
』
に
、

又
タ
日－

本
ニ
於
テ
延エ

ン

喜ギ－

帝テ
イ

ノ
御
時キ

、
左サ－

大ダ
イ－

臣ジ
ン

時シ－

平ヘ
イ

ト
云フ－

人
ア
リ
。
未イ

マ

ダ
若ジ

ヤ
ク
ネ
ン年ニ

オ
ハ
シ
マ
ス
ユ
ヘ
ニ
、
菅ス

ガ－

原ハ
ラ
ノ

 

右ウ－

大ダ
イ－

臣ジ
ン

ハ
年ト

シ

ヲ
ト
ナ
シ
ク
テ
殊コ

ト

ニ
才サ

イ－

智チ

メ
デ
タ
ク
オ
ハ
シ
マ
ス
。
故

カ
ル
ガ
ユヘ

ニ
天－

下
ノ
政

マ
ツ
リ
ゴ
トヲ

右－

大－

臣
ノ
ツ
カ

サ
ド
リ
玉
ヒ
ケ
ル
ヲ
、
左－

大－

臣
、
コ
レ
ヲ
憤

イ
キ
ド
ヲリ
玉
ヒ
テ
、
虚キ

ヨ－

言ゴ
ン

ヲ
云ヒ－

付ケ

テ
菅ス

ガ－

原ハ
ラ
ノ

 

右－

大－

臣
ヲ
バ
筑ツ

ク

紫シ

ヘ
流ナ

ガ

シ
玉
フ
。
此ノ

右
大
臣
ハ
常ツ

ネ

ニ
梅ム

メ

ヲ
愛ア

イ

シ

玉
フ
ガ
、
御
流ル

罪ザ
イ

ノ
御－

時キ

モ
別ベ

チ

シ
テ
ヲ
シ
マ
セ
玉
フ
。
カ
ク
テ
筑ツ

ク

紫シ

安ア
ン

楽ラ
ク

寺シ

ヘ
下ク

ダ

ラ
セ
玉
ヒ
、
彼ノ－

梅ム
メ

ヲ
恋コ

イ

シ
ク
思オ

ボ
シ

－

召メ
シ

テ
一－

首シ
ユ

ノ
歌ウ

タ

ヲ
詠エ

イ

ジ
玉
フ
。
〇
コ

チ
フ
カ
バ
匂ニ

ホ

ヒ
ヲ
コ
セ
ヨ
梅ム

メ

ノ
花ハ

ナ

ア
ル
シ
ナ
シ
ト
テ
春ハ

ル

ナ
ワ
ス
レ
ソ
ト
詠ヨ

ミ

玉

フ
ガ
此ノ

歌ウ
タ

ニ
テ
、
彼ノ

梅
、
主ア

ル
ジノ
右ウ－

大－

臣
ヲ
慕シ

タ

ヒ
テ
筑ツ

ク

紫シ
ノ

安ア
ン

楽ラ
ク

寺ジ

ヘ
飛ト

ビ－

往ユ
イ

テ

彼カ
シ
コニ

生
ジ
タ
ト
ア
ル
。
此コ

レ

ヲ
世セ

間ケ
ン

ニ
飛ト

ビ－

梅ム
メ

ト
云
。（
巻
第
一
ノ
第
三
「
遇
値

往
生
善
知
識
ト
云
文
事
」
付
「
筑
紫
安
楽
寺
飛
梅
事
」） （
35
）

と
し
て
登
載
さ
れ
る
。
本
話
は
『
真
宗
勧
化
御
文
章
』
巻
第
五
ノ
第
二
「
ソ
レ
人
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間
ハ
…
…
文
事
」
付
「
菅
原
大
臣
流
思
宿
梅
詠
和
歌
事
」、『
真
宗
勧
化
要
義
後
集
』

巻
第
六
ノ
第
一
「
使
人
欣
慕
之
教
門
乃
　

至
極
是
深
奥
ト
云
文
事
」
付
「
梅
慕
右
大
臣

飛
行
筑
波
述
」
に
も
引
か
れ
る
。

妙
音
寺
と
了
信
は
一
方
が
も
う
一
方
の
著
述
を
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
相
互

に
共
通
す
る
話
材
が
あ
る
点
に
お
い
て
、
他
の
勧
化
本
同
士
の
影
響
関
係
と
は
一

線
を
画
す
る
。
例
え
ば
、
了
意
の
仮
託
本
仏
書
で
知
ら
れ
る
玄
貞
は
、
実
は
仏
書

作
家
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
は
了
意
に
先
行
す
る
（
寛
文
六
年
刊
『
善
悪
因
果
経
鈔
』）

が
、
玄
貞
が
了
意
を
模
倣
し
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
逆
は
認
め
ら
れ
な
い
。

著
述
活
動
に
お
け
る
双
方
向
的
な
影
響
と
い
う
の
は
、
妙
音
寺
と
了
信
の
同
一
性

を
確
信
す
る
ひ
と
つ
の
証
左
と
な
り
得
る
も
の
だ
。

五
、
妙
音
寺
と
了
信
（
二
）
―
西
本
願
寺
宗
学
と
の
関
わ
り
―

『
行
状
鈔
』
巻
第
四
ノ
二
七
は
前
掲
の
引
用
に
続
け
て
、「
雲
棲
云
」
と
し
て
、

「
譬
如
有
微
功
匹
夫
不
斯
受
官
禄
富
栄
国
家
忠
義
不
顧
命
」
と
の
文
句
を
引
く
。
し

か
し
、
実
は
こ
れ
は
雲
棲
袾
宏
で
は
な
く
、
西
吟
が
著
し
た
『
正
信
念
仏
偈
要
解
』

（
明
暦
四
年
刊
）
巻
第
三
の
文
句
で
あ
っ
た
。
了
信
と
西
吟
の
関
係
は
『
大
経
私

考
』
写
本
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
両
者
の
関
係
を
認
め
う
る
。

本
願
寺
派
宗
学
と
の
親
和
性
は
ま
た
、
妙
音
寺
と
了
信
の
著
述
に
共
通
し
て
見

出
せ
る
テ
キ
ス
ト
か
ら
も
示
唆
さ
れ
る
も
の
だ
。
両
者
に
共
通
す
る
話
材
が
『
合

類
大
因
縁
集
』
を
介
在
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
「
倩
女
離
魂
」
を
取
り
上
げ
て
こ

れ
を
指
摘
し
た
が （
36
）、
両
者
に
共
通
す
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
今
ま
た
『
取
滴
直

談
』
を
指
摘
す
る
。
例
え
ば
『
四
十
八
願
弁
述
鈔
』
に
は
、

本
朝
皇
極ギ

ヨ
ク天

皇ワ
ウ

ノ
時キ

、
蘇ソ

我ガ

ノ
蝦エ

夷ミ
シ

ヲ
大
臣
ニ
任ニ

ン

シ
玉
フ
。
蝦エ

夷ミ
シ

ガ
子コ

ヲ
入

鹿
ト
云フ

。
此ノ

入イ
ル

鹿カ

、
聖
徳ト

ク

太
子
の
御
子
ニ
山
背シ

ロ

大オ
ホ

兄セ
ノ

王ワ
ウ

子
ト
イ
フ
ガ
在〳〵

タ。
此ノ

王
子
ヲ
殺

コ
ロ
シ
タ
テ
マ
ツ

奉
リ
テ
ハ
ナ
ハ
ダ
奢ヲ

コ
リヲ

キ
ハ
メ
、
自ミ

ツ
カラ

大
臣
ト
号カ

ウ

シ
、
己ヲ

ノ
カ
イ
ヘ家ヲ

宮キ
ウ

闕ケ
ツ

ト
イ
ヒ
、
己ヲ

ノ
カ子コ

ヲ
王
子
ト
イ
フ
。
父チ

ヽ

ノ
蝦エ

夷ミ
シ

、
子コ

ノ
入
鹿
ニ
紫シ

冠ク
ワ
ンヲ
授サ

ツ
ケ

テ
ス
テ
ニ
帝テ

イ

位ヰ

ヲ
カ
タ
ム
ケ
ン
ト
ス
。
鎌カ

マ

足タ
リ

此レ

ヲ
ニ
ク
ミ
、
密ヒ

ソ
カニ
中ナ

カ

大オ
ホ

兄セ
ノ

王

子
ト
心ロ

ヲ
ア
ハ
セ
、
彼ノ

入
鹿
ヲ
誅チ

ウ

セ
ン
ト
謀ハ

カ
ル。
シ
カ
レ
ド
モ
鎌
足
事コ

ト
オ
ホ
ヒ大ニ
シ

テ
ナ
リ
ガ
タ
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
オ
ソ
レ
、
興カ

ウ

福ブ
ク

寺
ノ
丈
六
ノ
釈
迦
ノ
像ゾ

ウ

ヲ
ツ
ク

リ
テ
此ノ

像
ニ
向ム

カ
ヒテ

加カ

力リ
キ

ヲ
タ
ノ
ミ
、
扨テ

入
鹿
ガ
親シ

ン

族ゾ
ク

ニ
蘇
我
ノ
倉ク

ラ

山
田
ト
イ

フ
モ
ノ
ア
リ
、
彼カ

レ

ガ
女ム

ス
メヲ

以
テ
中
大
兄
ノ
王
子
ニ
メ
ア
ワ
ス
。
コ
レ
一ツ

ノ
ハ

カ
リ
コ
ト
ニ
テ
在
マ
ス
。
其ノ

時キ

、
三
韓カ

ン

入ニ
ツ

朝テ
ウ

ス
ル
コ
ト
在
マ
ス
。
皇
極
天
皇

太
極コ

ク

殿デ
ン

ニ
出シ

ユ
ツ
ギ
ヨ御ナ

サ
レ
玉
フ
ニ
、
中
大
兄
ノ
王
子
モ
入
鹿
モ
其ノ

坐ザ

ニ
ツ
ラ
ナ

リ
玉
フ
。
即チ

、
倉ク

ラ

山
田
、
三
韓
ノ
表ヒ

ヨ
ウ文
ヲ
ヨ
ム
。
其ノ

時キ

鎌
足
ハ
弓キ

ユ
ウ
セ
ン箭ヲ
帯タ

イ

シ

テ
城ジ

ヤ
ウ
モ
ン門ヲ
メ
グ
リ
、
謀

ハ
カ
リ
コ
トヲ
ト
ゲ
ン
ト
テ
、
中
大
兄
ノ
臣シ

ン

古フ
ル

麻マ

呂ロ

ニ
命メ

イ

ジ
テ

入
鹿
ガ
座
ノ
側

カ
タ
ハ
ラニ

カ
ク
レ
居
テ
、
表
文
ヲ
ヨ
ミ
オ
ワ
ラ
バ
入
鹿
ヲ
刺サ

シ
コ
ロ
セ殺ト

イ

フ
。
倉
山
田
、
表
文
ヲ
ヨ
ミ
オ
ハ
ル
時キ

、
中ナ

カ

大オ
ホ

兄セ

ノ
王
子
出イ

テ
ヽ、

入
鹿
ヲ
刺

サ
シ
コ
ロ
サ殺

ン
ト
シ
玉
ヘ
ハ
、
入
鹿
ヲ
ド
ロ
キ
立
所ロ

ヲ
、
古フ

ル

麻マ

呂ロ

、
入
鹿
ガ
脚ア

シ

ヲ
薙ナ

キ
ヤ
ブ
ル傷。

ツ
イ
ニ
皇
極
四
年
六
月
ニ
入
鹿
ヲ
誅チ

ウ

シ
玉
フ
ト
有ル

。
然
ル
ニ
入
鹿
ハ
勇イ

サ
ミア

ル

武タ
ケ
キモ

ノ
ナ
レ
バ
カ
ネ
テ
誅
セ
ラ
ル
ヽ
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
知ル

ヘ
キ
ソ
。
ナ
ラ
ハ
争

イ
カ
デ

カ
ム
ゲ
ニ
誅
セ
ラ
ル
ヘ
キ
ヤ
ウ
ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
他
心
通
ナ
イ
ユ
ヘ
ニ
人
ノ

心ロ

ヲ
知ラ

ヌ
故ヘ

ニ

 

誅
セ
ラ
レ
タ
ト
有
ル
。（
巻
之
二
ノ
第
八
「
他
心
通
願
事
」
付

「
鎌
足
誅
入
鹿
弁
」）

と
し
て
蘇
我
入
鹿
暗
殺
説
話
が
載
る
。
右
説
話
は
『
取
滴
直
談
』
第
三
・
第
八
之

願
ノ
二
「
入
鹿
大
臣
事
」
と
し
て
、

去ハ

本－

朝
チ
ヤ
ウ
ク
ワ
ウ
ギ
ヨ
ク

皇
極
天
皇ノ

御キ
ヨ

宇ウ

ニ
入イ

ル

鹿カ
ノ

大
臣
大－

極コ
ク－

殿デ
ン

ニ
シ
テ
誅チ

ウ
セ
ラ
ル
ヽ
ト
シ

ラ
ハ
勇イ

サ
ミ有ル 

武タ
ケ
キ 

者ノ

ナ
レ
バ
争イ

カ
テカ

誅チ
ウ

セ
ラ
ル
ベ
キ
ヤ
。
是
人
ノ
心
ヲ
不
レ
知
故
也
。
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と
記
す
の
を
踏
襲
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
取
滴
直
談
』
は
浄
土
宗
聖し

ょ
う
そ
う聡（
一

三
六
六－

一
四
四
〇
）
が
著
し
た
『
大
経
直
談
要
註
記
』（
一
四
三
三
成
立
）
巻
第

一
〇
「
第
八
得
見
他
心
願
」
に
、「
我
朝ニ

皇
極
天
皇ノ

御
宇ニ

ヤ

 

入
鹿ノ

大
臣
大
極
殿ニ

テ

 

誅
セ

ラ
レ
シ
」 （
37
）
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る （
38
）
が
、「
勇イ

サ
ミ有ル

武タ
ケ
キ

者ノ

ナ
レ
バ
争イ

カ
テカ

誅チ
ウ

セ
ラ

ル
ベ
キ
ヤ
」
の
語
は
原
典
に
は
な
い
。
そ
し
て
『
四
十
八
願
弁
述
鈔
』
に
見
出
せ

た
説
話
は
『
行
状
鈔
』
巻
第
二
に
、

皇
極
天
皇
ノ
時
、
蘇
我
ノ
蝦カ

夷イ
入
鹿

の
父
ヲ
大
臣
ニ
任ニ

ン

セ
ラ
ル
。
ソ
ノ
子コ

入イ
ル－

鹿カ

、
山ヤ

マ

背シ
ロ

大
兄ノ

王
子
ノ
弟ヲ

ト
ヽヲ

コ
ロ
シ
テ
甚タ

奢
ヲ
キ
ハ
メ
、
自
ラ
大
臣
ト
号
シ
、
宅イ

ヱ

ヲ

宮キ
ウ

闕ケ
ツ

ト
イ
ヒ
、
子コ

ヲ
王
子
ト
イ
フ
。
父
ノ
蝦
夷
、
紫シ

冠ク
ワ
ンヲ

入－

鹿
ニ
授サ

ツ
ケテ

帝
位

ヲ
カ
タ
ム
ケ
ン
ト
ス
。
中
臣
鎌－
子
、
此レ

ヲ
ニ
ク
ミ
、
ヒ
ソ
カ
ニ
中ナ

カ

大オ
ホ

兄セ
ノ

王
子

天　

智

帝
ナ
リ
ト
誅チ

ウ

セ
ン
コ
ト
ヲ
謀ハ

カ

ル
。
皇
極
帝
モ
弟ヲ

ト
ヽノ
軽カ

ル
ノ皇
子
孝　

徳

帝
ナ
リ
及ヒ

中－

大－

兄
ト

鎌－

足
ト
二－

人
ヲ
ア
ワ
セ
テ
入
鹿
ヲ
誅チ

ウ

セ
ン
ト
ハ
カ
リ
玉
フ
。
鎌
足
、
事
大

ニ
シ
テ
就ナ

リ

ガ
タ
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
オ
ソ
レ
、
大－
誓セ

イ

ヲ
オ
コ
シ
テ
丈
六
ノ
釈
迦
ノ

像
ヲ
ツ
ク
リ
テ
加
力
ヲ
コ
ヒ
玉
ヘ
リ
。
今
ノ
東
大
寺
ノ
像
コ
レ
ナ
リ
。
サ
テ
、

入
鹿
ガ
親シ

ン

族ゾ
ク

ナ
リ
シ
蘇ソ

我カ

ノ
倉
山
田
カ
ム
ス
メ
ヲ
モ
テ
中
大
兄
ノ
王
子
ニ
配ハ

イ

ス
。
是レ

一－

時
ノ
謀コ

トナ
リ
。
コ
ヽ
ニ
三
韓カ

ン

入
朝
ス
ル
コ
ト
ア
リ
。
皇
極
天－

皇

太
極ゴ

ク

殿デ
ン

ニ
出シ

ユ
ツ－

御ギ
ヨ

ナ
サ
レ
シ
ニ
、
中
大
兄
モ
侍シ

坐ザ

シ
玉
ヒ
、
入
鹿
モ
侍ハ

ン

ベ
リ
。

倉
山
田
、
三
韓カ

ン

ノ
表ヒ

ヨ
ウ文

ヲ
ヨ
ム
。
鎌
足
ハ
弓
箭
ヲ
帯タ

イ

シ
テ
城
門
ヲ
メ
グ
リ
、

謀ハ
カ
リ
コ
ト

ヲ
ト
ゲ
ン
ト
テ
、
ヒ
ソ
カ
ニ
中
大
兄
ノ
臣
古
麻
呂
ニ
命
ジ
テ
入
鹿
ガ
座
ノ

側ラ

ニ
カ
ク
レ
居
テ
、
表
文
ヲ
ヨ
ミ
オ
ワ
ル
ト
キ
、
不フ

意イ

ニ
入－

鹿
ヲ
刺サ

シ

殺コ
ロ
セ

 
ト

ゾ
イ
ヒ
フ
ク
メ
ケ
ル
。
表
文
ヨ
ミ
オ
ワ
ル
ト
キ
、
中
大
兄
イ
デ
ヽ
入－

鹿
ヲ
刺サ

ス
。
入－

鹿
オ
ド
ロ
キ
タ
ツ
処ロ

ヲ
古
麻
呂
脚ア

シ

ヲ
薙ナ

ギ

傷ヤ
フ

ル
。
ツ
イ
ニ
皇－

極
四－

年

六－

月ニ

、
入
鹿
ヲ
誅
ス
。
…
…
（
巻
第
二
ノ
六
「
鎌
足
誅
入
鹿
弁
」）

と
し
て
も
載
る
。

こ
れ
ら
入
鹿
暗
殺
説
話
で
『
四
十
八
願
弁
述
鈔
』
も
『
行
状
鈔
』
も
「
鎌
足

0

0

誅

入
鹿
」
と
す
る
と
こ
ろ
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
説
話
で
は
、
実
際
に

入
鹿
を
殺
し
た
の
は
中
大
兄
皇
子

0

0

0

0

0

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
章
段
名
に
は
「
鎌
足
」

と
す
る
。
こ
れ
は
、
親
鸞

0

0

が
藤
原
氏
の
出
自
で
あ
る
こ
と
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
本
話
が
「
無
量
寿
経
」
第
八
願
「
他
心
通
願
」
と
と
も
に
語
ら
れ
る
一
方
、

『
行
状
鈔
』
に
記
す
よ
う
に
、
親
鸞
の
出
自
を
述
べ
る
上
で
言
及
さ
れ
て
き
た
こ
と

の
証
左
で
も
あ
る
。
真
宗
説
教
の
場
に
独
自
性
を
見
出
し
う
る
語
り
は
ま
た
『
要

義
鈔
』
に
登
載
さ
れ
た
太
施
太
子
説
話
か
ら
も
推
せ
ら
れ
る
。

太
施セ

太
子
ト
申
シ
テ
、
国
土
ノ
人
民ミ

ン

ノ
貧レ

ン

乏ホ
ク

ナ
ル
ヲ
愍ミ

ン

念ネ
ン

シ
テ
大
王
ノ
御
宝

タ
カ
ラ

ヲ
取ト

リ

出
シ
、
国
土
ノ
人－

民
ニ
施ホ

ト
コシ

玉
ヘ
ド
モ
、
国
土
ノ
人－

民
ハ
多オ

ホ
キ故

ニ
、

施ホ
ト
コス
処ロ

満
足
セ
ズ
。
是レ

ニ
依
テ
龍リ

ウ－

宮ク
ウ

ニ
入
テ
、
如ニ

ヨ

意イ

珠シ
ユ

ヲ
求モ

ト
メテ
無
量リ

ヤ
ウノ
宝タ

カ
ラヲ

フ
ラ
シ
与ア

タ
ヘン
ト
テ
、
海カ

イ

中チ
ウ

ニ
入
テ
珠タ

マ

ヲ
乞コ

ヒ

玉
フ
ニ
、
龍リ

ウ

王ワ
ウ

此レ

ヲ
感カ

ン

ジ
テ
、
則

チ
宝タ

カ
ラヲ

太
子
ニ
与ア

タ

ヘ
玉
フ
。
太
子
珠タ

マ

ヲ
得
テ
、
無
量
ノ
人－

民
ニ
宝ラ

ヲ
フ
ラ
シ

テ
与ア

タ

ヘ
玉
フ
。
爰コ

ヽ

ニ
龍リ

ウ－

神シ
ン

集
ア
ツ
マ
リテ

、
僉セ

ン

儀キ

シ
テ
イ
フ
ヤ
ウ
ハ
、「
此ノ

珠タ
マ

ハ
三

界
第
一
ノ
調テ

ウ

宝ハ
ウ

、
殊コ

ト

ニ �

龍リ
ウ

宮ク
ウ 

守シ
ユ

護コ

ノ
玉タ

マ

ナ
リ
。
此
玉タ

マ

ヲ
人
間
ニ
与ア

タ
フル

事
、
頗ス

コ
フ

ル
龍
宮
破ハ

滅メ
ツ

ノ
相サ

ウ

ナ
リ
。
何ニ

ト
ゾ
方
便
ヲ
以
テ
此
玉
ヲ
取リ

カ
ヱ
サ
ン
。」
ト

テ
、
龍
王
美ビ

女シ
ヨ

ト
ナ
リ
テ
太
子
ニ
近チ

カ

付ツ
キ

、
玉
ヲ
取
テ
龍
宮
ニ
皈カ

ヘ

ル
。
太
子
大

キ
ニ
逆ケ

キ

鱗リ
ン

シ
テ
、
海
水
ヲ
カ
ヘ
テ
、
此
ノ
玉
ヲ
取ト

ラ

ン
ト
シ
テ
、
蛤

ハ
マ
ク
リノ

貝カ
イ

ヲ
以

テ
海
水
ヲ
カ
ヘ
玉
フ
。
龍
王
嘲

ア
サ
ケ
リ

笑ワ
ラ
フテ

イ
ウ
ヤ
フ
、「
汝チ

ハ
愚ク

痴チ

ノ
人
ナ
リ
。

此ノ

広ク
ワ
ウ
タ
イ

太
ノ
海
水
ヲ
此
チ
イ
サ
キ
貝
ヲ
以
テ
汝チ

ガ
力チ

カ
ラヲ

カ
ヘ
ホ
サ
ン
事
、
通ツ

ウ

力リ
キ

ナ
キ
モ
ノ
ガ
虚コ

空ク
ウ
ノ
ホ
ラ登ン
ト
シ
タ
ル
ニ
似
タ
リ
。
無
量
劫
ニ
モ
成
就
ス
ベ
カ
ラ

ス
。」
ト
イ
フ
。
イ
ヨ
〳
〵
勇
猛
精
進
ニ
シ
テ
此
ヲ
酌ク

ミ

玉
フ
。
其
ノ
行－

力
ノ

ツ
ヨ
キ
ニ
ヤ
︒
又
仏
天
力
ヲ
合
玉
フ
ニ
ヤ
︒  

海
水
大オ

ホ

形カ
タ

半ナ
カ
ババ

減ケ
ン

ズ
。
龍
神

驚ヲ
ト
ロキ

、「
此レ

ハ
何
サ
マ
此
ノ
玉
ヲ
惜ヲ

シ
ム事

ヲ
仏
神
ノ
悪ニ

ク

ミ
玉
フ
ニ
ヤ
。」
ト
思ヒ

、
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イ
ソ
ギ
珠タ

マ

ヲ
太
子
ニ
与ア

タ

ヘ
ケ
レ
ハ
太
子
再

フ
タ
ヽ
ヒ此
ノ
玉
ヲ
得
テ
、
願ク

ワ
ン
マ
ウ望ヲ
御
成
就

ナ
サ
レ
タ
ト
ア
ル
。（
巻
第
五
ノ
第
四
「
一
心
念
仏
永
不
退
堕
即
精
進
波
羅
蜜

ト
云
文
事
」
付
「
太
施
太
子
事
」）

こ
れ
は
『
合
類
大
因
縁
集
』
に
、

昔
シ
、
太－

施
太
子
ハ
国コ

ク

土ド

ノ
人シ

ン－

民ミ
ン

ノ
貧ヒ

ン

乏ホ
ク

ナ
ル
ヲ
愍ミ

ン

念ネ
ン

シ
テ
、
大タ

イ－

王ワ
ウ

ノ
宝ホ

ウ

蔵ザ
ウ

ヲ
開ヒ

ラ
キテ 

宝タ
カ
ラヲ 

施
ホ
ド
コ
シ

 

玉
ヘ
ト
モ
、
人－

民
多ヲ

ヽ

キ
故
ニ
施ホ

ト
コス

所
ト
コ
ロ

満マ
ン

足ゾ
ク

セ
ズ
。
是

ニ
依ヨ

リ

テ
、
龍リ

ウ

宮ク

ニ
入
、
如ニ

ヨ

意イ－

珠シ
ユ

ヲ
求モ

ト
メテ

無ム

量リ
ヤ
ウノ

珍チ
ン－

宝ボ
ウ

ヲ
雨フ

ラ

シ
、
衆シ

ユ－

人
ニ

与ア
タ
ヘン

ト
テ
海カ

イ

中チ
ウ

ニ
入
テ
珠タ

マ

ヲ
乞コ

ヒ

玉
フ
ニ
、
龍リ

ウ－

王ワ
ウ

是コ
レ

ヲ
感カ

ン

ジ
、
則ス

ナ
ハチ

珠タ
マ

ヲ
太

子
ニ
与ア

タ

フ
。
太
子
珠タ

マ

ヲ
得
テ
珍チ

ン－

宝ホ
ウ

ヲ
雨フ

ラ

シ
テ
無
量
ノ
人－

民
ニ
与ア

タ

ヘ
玉
フ
。

爰コ
ヽ

ニ
龍リ

ウ－

神ジ
ン

集ア
ツ
マリ

テ
、
僉セ

ン

儀キ

シ
テ
曰
ク
、「
此
ノ
珠タ

マ

ハ
三サ

ン－

界カ
イ

第タ
イ－

一
ノ
重テ

ウ

宝ハ
ウ

、

殊コ
ト

ニ �

龍
神 

守シ
ユ

護コ

ノ
珠タ

マ

ナ
リ
。
此
ノ
珠タ

マ

ヲ
人ニ

ン－

間ゲ
ン

ニ
渡ワ

タ

ス
コ
ト
、
頗ス

コ
フル
龍リ

ウ

宮グ

破ハ

滅メ
ツ

ノ
相サ

ウ

ナ
リ
。」
ト
テ
、
龍リ

ウ－

王ワ
ウ

、
方ハ

ウ

便ヘ
ン

シ
テ
美ビ－

女ヂ
ヨ

ト
ナ
リ
、
太タ

イ

子シ

ニ
近チ

カ
ツキ
、

玉
ヲ
取
テ
龍リ

ウ

宮グ

ニ
皈カ

ヘ

ル
。
太－

子
大ヲ

ホ

キ
ニ
逆ケ

キ

鱗リ
ン

シ
テ
、
海カ

イ－

水ス
イ

ヲ
カ
ラ
シ
テ
、

再フ
タ
ヽヒ

此
ノ
珠タ

マ

ヲ
取ト

ラ

ン
ト
テ
、
貝カ

イ

カ
ラ
ヲ
以
テ
湖ウ

シ
ホヲ

抒ク
ミ

玉
フ
。
龍
王
嘲

ア
サ
ケ
リテ

曰

ク
、「
汝ナ

ン
チハ
是レ

癡チ

人
ナ
リ
。
此
ノ
海カ

イ

水ス
イ

ヲ
抒ク

ミ

竭ツ
ク
スコ
ト
ハ
無ム

量リ
ヤ
ウ 

劫コ
フ

ニ
モ
叶カ

ナ
フベ
カ

ラ
ス
。」
ト
。
太－

子
、
誓チ

カ
ヒヲ
発ヲ

コ
シテ
、
イ
ヨ
〳
〵
勇ユ－

猛ミ
ヤ
ウ精
進
ニ
シ
テ
是
ヲ
酌ク

ミ

玉

フ
。
諸シ

ヨ－

天テ
ン

︑
其ノ­

志
コ
ヽ
ロ
ザ
シヲ

感カ
ン

シ
テ
︑
神シ

ン

力リ
キ

ヲ
加
シ
テ
大－
海
ヲ
抒ク

ミ

タ
マ
フ
ニ
、

海
水
半ナ

カ
バ

減ケ
ン

ス
。
龍リ

ウ－

神シ
ン

大ヲ
ヽ

キ
ニ
驚
キ
、
珠タ

マ

ヲ
オ
ク
リ
テ
太
子
ニ
与ア

タ
ヘケ

レ
ハ
太

子
ノ
所

シ
ヨ
ク
ハ
ン願

既ス
テ

ニ
満マ

ン

足ゾ
ク

ス
。『
釈
籤
』
ノ
四
ニ
見
タ
リ
。（
巻
之
六
「
精
進
部
」
ノ
一

八
「
太
施
太
子
」）

と
し
て
ほ
ぼ
同
文
が
記
載
さ
れ
る
。
了
意
の
鼓
吹
物
を
流
用
す
る
こ
と
の
多
か
っ

た
『
合
類
大
因
縁
集
』
で
あ
る （
39
）
が
、
本
話
に
限
っ
て
は
『
取
滴
直
談
』
に
拠
っ

て
、
該
書
に
は
、

今
ノ
文
ニ
「
傾ケ

イ－

貝バ
イ
シ
ヤ
ク酌－

海
」
ト
ハ
、
天
竺
ニ
太タ

イ

施セ

太
子
ト
申
タ
ル
ハ
、
国
土

ノ
人
民
ノ
貧ヒ

ン

乏ボ
ク

ナ
ル
ヲ
愍ミ

ン

念
シ
テ
大
王
ノ
御
宝
ヲ
取
出
シ
施
シ
タ
マ
ヘ
ト
モ
、

国
土
ノ
人
民
多
キ
故
ニ
、
施ホ

ト
コス

所
ロ
満
足
セ
ズ
。
是
ニ
依
テ
龍
宮
ニ
入
テ
、

如
意
珠
ヲ
求
テ
、
無
量
ノ
宝
ヲ
雨
シ
テ
与ア

タ
ヱン
ト
テ
、
海
中ニ

入
テ
珠
ヲ
乞コ

イ

タ
マ

フ
ニ
、
龍
王
是
ヲ
感
ジ
、
則
玉
ヲ
太
子
ニ
与ア

タ

フ
。
太
子
珠
ヲ
得
テ
、
無
量
ノ

人
民
ニ
宝
ヲ
雨
シ
テ
与
ヘ
タ
マ
フ
。
爰コ

ヽ

ニ
龍
神
集

ア
ツ
マ
ツテ
、
僉セ

ン

儀キ

シ
テ
云
ク
、「
此ノ

珠
ハ
三
界
第
一ノ

調テ
ウ

宝
、
殊
ニ �

龍 

守
護
ノ
玉
也
。
此ノ

玉
ヲ
人
間
ニ
与
ル
事
、

頗ス
コ
フ
ル

龍
宮
破ハ

滅
ノ
相
也
。」
ト
テ
、
方
便
シ
テ
龍
王
美ビ－

女チ
ヨ

ト
ナ
リ
、
太
子
ニ

近
キ
、
玉
ヲ
取
テ
龍
宮
ニ
カ
ヘ
ル
。
太
子
大
キ
ニ
逆ケ

キ

鱗リ
ン

シ
テ
、
海
水
ヲ
カ
ヘ

テ
、
此ノ

珠
ヲ
取
ン
ト
テ
、
蛤

ハ
マ
ク
リノ

貝カ
ヒ

ヲ
以
テ
海
ノ
湖ウ

シ
ホヲ

カ
ヘ
タ
マ
フ
。
龍
王
嘲

ア
サ
ケ
ツ

テ
云
ク
、「
汝ナ

ン
ヂハ

是レ

癡チ－

人
也
。
此ノ

海
水
ヲ
其ノ

貝
ヲ
以
テ
汝カ

力
ト
シ
テ
カ
ヘ
ホ

サ
ン
事
、
術シ

ユ
ツ
ツ
ウ通無キ

者ノ
ヽ虚
空
ニ
登ノ

ホ
ラン
ト
シ
タ
ル
ニ
似ニ

タ
リ
。
無
量
劫
ニ
モ
成
就

ス
ベ
カ
ラ
ス
。」
ト
云
。
太
子
、
弥イ

ヨ
イヨ
勇ユ

猛メ
ウ

精－

進
ニ
シ
テ
是
ヲ
酌ク

ミ

タ
マ
フ
。

其ノ

行
力ノ

強ツ
ヨ
キ

ニ
ヤ
︒
又
仏－

天
力
ヲ
合
セ
タ
マ
フ
ニ
ヤ
︒  

海
水
半ナ

カ
バ－

減ケ
ン
ス。

龍－

神

驚ヲ
ト
ロ
キ、「

是
ハ
ナ
ニ
サ
マ
此ノ

珠
ヲ
惜ヲ

シ

ム
事
ヲ
仏
天
悪ニ

ク

ミ
タ
マ
フ
ニ
ヤ
。」
ト
急イ

ソ

キ

珠
ヲ
太
子
ニ
与
テ
ゲ
レ
ハ
太
子
ノ
願
既
ニ
満
足
ス
。（
第
一
「
大
意
」
ノ
九

「
太
施
太
子
求
如
意
珠
事
」）

須
陀
耶
説
話
を
踏
ま
え
る
な
ら
、『
要
義
鈔
』
は
『
合
類
大
因
縁
集
』
を
通
し
て

太
施
太
子
説
話
を
摂
取
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
傍
線
を
附
し
た
箇
所
に

つ
い
て
、『
合
類
大
因
縁
集
』
と
本
文
を
異
に
し
て
、『
要
義
鈔
』
が
『
合
類
大
因

縁
集
』
を
介
在
さ
せ
ず
に
、『
取
滴
直
談
』
を
実
見
し
て
執
筆
し
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
更
に
、『
要
義
鈔
』
の
採
る
「
其
ノ
行－

力
ノ
ツ
ヨ
キ
ニ
ヤ
。
又
仏
天
力

ヲ
合
玉
フ
ニ
ヤ
」
か
ら
は
、『
取
滴
直
談
』
に
お
け
る
語
り
の
口
調

―
俗
文
体

―
ま
で
も
妙
音
寺
が
摂
取
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

太
施
太
子
説
話
は
見
出
せ
な
い
が
、『
行
状
鈔
』
巻
第
一
〇
ノ
二
一
「
吉
野
花
光
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房
祈
観
音
値
親
」
も
や
は
り
『
取
滴
直
談
』
巻
第
三
ノ
第
五
願
の
三
「
花
光
坊
事
」

に
依
拠
す
る
。
本
説
話
は
、「
去
ハ
古
吉
野
藤
峯
花
光
坊
ト
云
出
家
ア
リ
。
尤
難
レ

有
誦
経
者
貴
カ
リ
シ
学
匠
ナ
リ
シ
。
此
一
僧
、
一
ヲ
聞
テ
十
ヲ
サ
ト
リ
、
此
ヲ
習

テ
彼
ヲ
シ
ル
ホ
ド
ノ
明－

匠
ナ
リ
」
と
し
て
始
ま
る
花
光
坊
と
そ
の
前
世
の
父
親
と

の
邂
逅
譚
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
真
宗
に
お
け
る
四
十
八
願
説
教
の
中
で
伝
播
し
た

一
話
で
は
な
い
か
。
筆
者
は
他
に
本
話
を
登
載
す
る
書
物
を
見
出
せ
て
い
な
い
。

『
取
滴
直
談
』
で
は
説
話
本
文
に
続
け
て
、

然
ニ
我－

等
何ノ

作ナ
ス

事
モ
ナ
ク
又
行
ズ
ル
事
モ
ナ
ク
シ
テ
不
思
議
ノ
願
力
ニ
救ス

ク
ハレ

無
窮グ

ウ

ノ
大－

悲
ニ
催モ

ヨ
ヲサ

レ
テ
金
剛
ノ
信シ

ン

楽ゲ
ウ

ヲ
决ケ

ツ－

得
シ
テ
浄
土
ノ
往
生
ヲ
遂ト

ゲ

ヌ

レ
ハ
此ノ

宿
命
通
ヲ
得ル

ニ
ヨ
テ
、
過
去
無
量
劫
ノ
事
ヲ
知
テ
其
レ
ハ
我－

肯
ノ
花

ノ
下モ

ト

ニ
終ヒ

ネ

日モ
ソ

語ゴ

ヲ
交マ

ジ
ヘテ
カ
タ
リ
暮ク

ラ
シタ
ル
朋ハ

ウ

友イ
ウ

、
是
ハ
月
ノ
前
ニ
終ヨ

モ
ス
カ
ラ夜
結ム

ス
ヒ
シ

レ

契チ
キ
リ
ヲ

夫フ
ウ
フ
ノ婦
中ナ

リ也
。
或
ハ
陣ヂ

ン
ノ
マ
ヘ前ニ
錣

シ
コ
ロ
ヲ

傾カ
タ
フケ
勝シ

ヨ
ウ負ブ

ヲ
决ケ

ツ

シ
タ
ル
敵テ

キ

、
或
ハ
膝ヒ

ザ

ノ

上
ニ
於
テ
摩マ

頂チ
ヤ
ウ

養イ
ヨ
ウ

育イ
ク

セ
ラ
レ
タ
子コ

ナ
リ
親ヲ

ヤ

ナ
リ
ト
云
事
ヲ
明メ

イ

鏡ケ
イ

ニ
向ム

カ
ツテ

其

面
像
ヲ
見
ル
カ
如
ク
ニ
一
一
ニ
是
ヲ
シ
ラ
バ
如イ

カ何
計ハ

カ
リノ

昔
ム
カ
シ

物モ
ノ

語カ
タ
リゾ

ヤ
。
誠マ

コ
トニ

我－

等
罪ザ

イ

業ゴ
ウ

ニ
オ
ホ
ハ
レ
、
業ゴ

ウ

報ハ
ウ

押ヲ
シ

移ウ
ツ
レハ

生
処
隔

ヘ
タ
ヽ
ツテ

ア
ル
ニ
ヨ
テ
此ノ

聴チ
ヨ
ウ

聞モ
ン

衆シ
ウ

ノ
中
ニ
昔

ム
カ
シ
ノ

親ヲ
ヤ

モ
ア
ル
ヘ
シ
子
モ
有
ベ
シ
。
兄
弟
夫フ

ウ

婦フ

朋ホ
ウ

友イ
ウ

怨ヲ
ン

敵テ
キ

モ
有
ヘ
ケ

レ
ト
モ
生
ヲ
隔ヘ

ダ

ヌ
レ
ハ
是
ヲ
不
レ
知
事
カ
ヘ
ス
〳
〵
モ
口ク

チ

惜ヲ
シ

ケ
レ
。
然
ニ
本

願
ノ
不
思
議
ニ
ヨ
テ
浄
土
ニ
至リ

ヌ
レ
ハ
無
量
劫
以
前
ノ
事
ヲ
モ
ヤ
ス
ク
シ
リ
、

宿
命
ノ
通
ヲ
得
テ
大
悲
ヲ
起
、
衆
生
ヲ
済サ

イ

度ド

セ
ン
事
、
此ノ

仏
恩ヲ

ン

ハ
報ハ

ウ

ジ
テ
モ

報
シ
カ
タ
ク
謝シ

ヤ

シ
テ
モ
謝
シ
カ
タ
キ
者
也
。

南
無
阿
弥
陀
仏
。

と
、
入
鹿
暗
殺
説
話
同
様
、
本
話
の
末
尾
に
妙
音
寺
の
勧
化
本
に
見
出
せ
る
よ
う

な
、
聴
衆
へ
の
語
り
か
け
を
記
す
が
、
こ
れ
も
『
大
経
直
談
要
註
記
』
巻
第
一
〇

ノ
第
五
宿
命
通
願
の
記
述
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。

況ヤ

業
報
押シ

移リ

、
生
処
相ヒ

隔ヌ
レ
ハ、
昨
日ノ

父
、
今
日ノ

母
ト
モ
シ
ラ
ズ
、
可
レ
度
者
可
レ

哀
類ト

モ

思フ
コ
ト

無ク

方ニ

悪ヲ

作ル
ナ
リ。
…
…
或ハ

華ノ

下ト
ニ終
日
交ル
レ
語
朋
友
、
或ハ

月ノ

前ニ

終
夜
結フ
レ
契ヲ

夫
婦
、
或ハ

向ヒ
二
陣
前ニ
一
傾ケ
レ

鈸
シ
コ
ロ
ヲ决セ
シ二

勝
負ヲ
一
敵
人
、
或ハ

置キ
二
膝
上ニ
一
頭ヲ

ナ
デ
ヽ
養

育ヲ

受シ

父
母モ

、
明
鏡ニ

向ヘ
ル
カ如シ

。
…
…
早ク

極
楽ニ

生テ

多ク
ノ物

語
有ヘ

シ。
ナ
ラ
ク
ノ
底ヲ

見テ
モ

大

悲
方
便ヲ

覚
動シ

、
飢
饉ノ

愁ヘ
ヲ聞テ
モ済

度ノ

慈
悲ヲ

催シ
テ人

畜ニ

亘リ

親
疎ヲ

経テ

抜
レ
苦
、
与ル
レ
楽ヲ

事
実ニ

無
窮ノ

大
悲
也
。

し
か
し
、
空
誓
は
語
り
の
た
め
に
、
右
に
示
し
た
『
大
経
直
談
要
註
記
』
を
大

幅
に
改
変
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
弁
泉
鈔
』
巻
第
五
○
六
通
部
ノ
第
一
「
宿
命

通
ト
云
文
事
」
に
は
、

然ル

ニ
今
日
の
我レ

人
ハ
此ノ

宿
命
通
ナ
キ
ガ
故ヘ

ニ
此
ノ
聴
聞
ノ
衆
中
ノ
内
ニ
於
テ

昔シ

ノ
親ヲ

ヤ

モ
ア
ラ
フ
ズ
、
子コ

モ
ア
ラ
フ
ズ
。
又
兄キ

ヤ
ウ
タ
イ弟
夫フ

ウ

婦フ

朋ホ
ウ

友ユ
ウ

、
又タ

ハ
怨ヲ

ン

敵デ
キ

モ

ア
ラ
フ
ズ
レ
ト
モ
、
生シ

ヤ
ウヲ
隔ヘ

ダ
テタ
レ
バ
此レ

ヲ
知シ

ル

コ
ト
ガ
叶カ

ナ
ハヌ
。
然ル

ニ
弥
陀
ヲ
信

ジ
、
浄
土
ニ
往
生
ス
レ
バ
此
ノ
宿
命
通
ヲ
得
ル
ガ
故ヘ

ニ
、
昔シ

ノ
親ヲ

ヤ

ナ
リ
子コ

ナ

リ
兄
弟
ナ
リ
、
花ハ

ナ

ノ
下モ

ト

ニ
終ヒ

ネ
モ
ソ日

語ゴ

ヲ
交マ

シ
ヘテ

カ
タ
リ
暮ク

ラ
シタ

ル
朋ホ

ウ

友ユ
ウ

ナ
リ
、
此レ

ハ

月
ノ
前マ

ヘ

ニ
終

ヨ
モ
ス
カ
ラ夜

契チ
ギ
リヲ

結ム
ス
ビシ

夫
婦
ナ
リ
ト
イ
フ
事
ヲ
明
鏡キ

ヤ
ウニ

向ム
カ
ヒテ

己ヲ
ノ

ガ
面メ

ン

像ゾ
ウ

ヲ

見
ル
ガ
如ク

ニ
一
一ニ

知シ
ル

ト
有ル

。
如ク
レ
是ノ

目メ

出デ

度タ
キ

通
力
自ジ

在ザ
イ

ノ
身
ト
ナ
ル
ハ
、
今

日
ノ
念
仏
ノ
行
者
ニ
テ
在
ス
。

と
記
し
て
、『
取
滴
直
談
』
の
語
り
を
更
に
く
だ
け
た
言
い
方
に
変
え
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
だ
。
つ
ま
り
、『
行
状
鈔
』
で
は
花
光
坊
の
説
話
部
分
を
、『
弁
泉
鈔
』

で
は
宿
命
通
願
に
か
か
る
結
語
部
分
を
『
取
滴
直
談
』
か
ら
利
用
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

こ
う
し
た
説
話
に
限
定
さ
れ
な
い
包
括
的
な
『
取
滴
直
談
』
利
用
が
重
要
視
さ

れ
る
の
は
、
該
書
の
著
者
が
当
代
き
っ
て
の
本
願
寺
派
の
学
僧
で
あ
り
、
西
吟
の

弟
弟
子
で
も
あ
っ
た
空
誓
だ
か
ら
で
あ
る
。
右
か
ら
は
了
信
同
様
妙
音
寺
も
ま
た
、
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西
吟
・
空
誓
の
流
れ
を
汲
む
本
願
寺
派
宗
学
周
辺
の
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
著
述
は
宗
学
的
背
景
ま
で
も
近
接
す
る
の
で
あ
る
が
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
了
信
の
著
述
か
ら
は
妙
音
寺
の
〈
説
教
の
台
本
〉
ら
し
さ
は

全
く
見
出
せ
な
い
。
そ
の
目
録
は
鼓
吹
物
の
体
裁
を
踏
襲
し
、
章
段
末
に
「
師
徳

如
前
」
を
附
さ
ず
、
俗
文
体
も
控
え
め
で
あ
る
。
こ
の
差
異
は
ど
の
よ
う
に
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

実
は
、
妙
音
寺
の
著
述
に
も
了
信
の
著
述
と
同
様
の
体
裁
を
採
る
も
の

―『
真

宗
勧
化
訓
蒙
集
』（
以
下
、『
訓
蒙
集
』）
―
が
あ
る
。
本
書
は
妙
音
寺
の
著
述
と

し
て
は
唯
一
、
師
徳
如
前
の
語
も
用
い
ず
、
鼓
吹
物
様
の
目
録
体
裁
を
採
る
も
の

だ
。
し
か
し
一
方
で
、
本
書
に
お
い
て
は
冒
頭
に
「
私
云
」
と
し
て
私
見
を
述
べ

る
。
こ
れ
は
了
信
の
勧
化
本
に
共
通
す
る
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
『
行
状
鈔
』
に
は
、

▼
三
陽
ノ
春
ヲ
迎
テ
ハ
、
嵯
峨
ヤ
芳
野
ノ
奥
マ
デ
モ
草
ヲ
分
ケ
︑
道
ヲ
尋
テ

行
、
花ク

ワ
ゼ
ン前
ニ
向
テ
ハ
詩
ヲ 

綴ツ
ヾ
リ歌
ヲ
詠
ジ
テ
楽
ム
人
モ
ア
リ
。
又
タ
九
夏
三
伏

ノ
夏
ノ
折
柄
ハ
雲
井
ニ
ナ
ノ
ル
廓ホ

ト
ヽ
ギ
ス公聞

ド
モ
〳
〵
イ
ヤ
メ
ヅ
ラ
シ
ク
覚
ヘ
︑

聞
タ
ビ
ニ
珍
シ
ケ
レ
バ
廓
公
イ
ツ
モ
初
音
ノ
心
地
コ
ソ
ス
レ
ト
楽
ム
人
モ
有

リ
。
又
タ
秋
ノ
夕
ベ
、
月
ヲ
翫
ブ
人
ハ
須
摩
ヤ
明
石
ノ
浦
マ
デ
モ
尋
行
テ
雲

間
ノ
月
︑
波
間
ノ
月
ニ
心
ロ
ヲ
寄
セ
三
五
夜
中
新
月
ノ
色
ト
打
詠ナ

ガ
メテ

楽
ム
人

モ
ア
リ
。
又
タ
厳
冬
素
雪
ヲ
友
ト
ス
ル
人
ハ
比
良
ヤ
横
川
マ
デ
モ
尋
ネ
行
テ

雪
ハ
ル
ヽ
比
良
ノ
高
根
ノ
夕
暮
ハ
花
ノ
サ
カ
リ
ニ
ス
グ
ル
春
カ
ナ
ト
打
チ
詠

ジ
テ
楽
ム
人
モ
ア
リ
。
又
タ
琴
詩
酒
ヲ
友
ト
シ
テ
楽
ム
人
モ
ア
リ
。（
巻
之
一

ノ
四
「
四
季
楽
弁
」）

と
記
し
、『
訓
蒙
集
』
に
、

三
陽
ノ
春
ヲ
マ
チ
得
テ
ハ
嵯
峨
ヤ
芳
野
ノ
オ
ク
マ
デ
モ
草
ヲ
ワ
ケ
路
ヲ
タ
ヅ

ネ
テ
行
キ
︑
花ク

ハ
ゼ
ン前

ニ
向
ヒ
テ
ハ
七
言
四
句
八
句
ノ
詩
ヲ
作
リ
テ
花
ヲ
ト
モ
ト

ス
ル
人
モ
ア
リ
。
九
夏
三
伏
ノ
夏
ノ
折
カ
ラ
ハ
雲
井
ニ
ナ
ノ
ル
郭ホ

ト
ヽ
ギ
ス公キ

ケ
ド

モ
〳
〵
イ
ヤ
メ
ヅ
ラ
シ
ク
覚
ヘ
︑
聞
ク
タ
ビ
ニ
メ
ヅ
ラ
シ
ケ
レ
バ
ホ
ト
ヽ
ギ

ス
イ
ツ
モ
初
音
ノ
コ
ヽ
チ
コ
ソ
ス
レ
ト
杜
鵑
ヲ
伴
ト
シ
テ
タ
ノ
シ
ム
モ
ノ
モ

ア
リ
。
又
タ
︑
秋
ノ
夕
ベ
ニ
月
ヲ
伴
ト
ス
ル
人
ハ
︑
須
磨
ヤ
明
石
ノ
浦
マ
デ

モ
尋
ネ
ユ
キ
テ
雲
間
ノ
月
︑
波
間
ノ
月
ニ
心
ロ
ヲ
カ
ケ
テ
三
十
一
文
字
ノ
歌

ヲ
詠
ジ
テ
ハ
月
ヲ
ト
モ
ト
ス
ル
人
モ
ア
リ
。
又
タ
雪
ヲ
伴
ト
ス
ル
人
ハ
︑
玄ゲ

ン
冬ト

ウ

素ソ

雪セ
チ

ノ
時
、
比
良
ヤ
横
川
マ
デ
モ
尋
ネ
行
テ
︑
雪
ハ
ル
ヽ
比
良
ノ
高
嶺
ノ
夕
暮

ハ
花
ノ
サ
カ
リ
ニ
ス
グ
ル
春
カ
ナ
︑
ト
打ウ

チ
ナ
ガ
メ詠テ

雪
ヲ
友
ト
ス
ル
人
モ
ア
リ
。
又

タ
琴コ

キ
ン詩シ

酒シ
ユ

ヲ
伴
ト
ス
ル
人
モ
ア
リ
。（
巻
七
ノ
一
八
「
雪
月
花
為
伴
弁
」） （
40
）

と
し
て
、
こ
れ
が
ほ
ぼ
ほ
ぼ
合
致
す
る
。「
三
陽
ノ
春
」
以
下
の
下
り
は
、
真
宗
説

法
に
好
ん
で
用
い
ら
れ
た
言
い
回
し
と
推
定
さ
れ
る （
41
）
が
、
一
々
の
語
句
が
合
致

す
る
の
は
妙
音
寺
と
了
信
の
二
者
に
限
定
さ
れ
る
。『
要
義
鈔
』
に
も
、

三
陽ヤ

ウ

ノ
春
ヲ
待マ

チ

得エ

テ
、
吉­

野
初ハ

ツ－

瀬セ

ノ
奥オ

ク

マ
デ
モ
、
道
ヲ
尋タ

ツ
ネ︑

草
ヲ
分ケ­

行

テ
、
花
ヲ
友
ト
シ
テ
五－

言ゴ
ン

四－

句
七－

言
八－

句
ノ
語ゴ

ヲ
ツ
ラ
ネ
テ
、
遅チ

チ々

タ

ル
日
ヲ
暮ク

ラ

ス
人
モ
有
。
三
五
夜
中
ノ
月
ヲ
友
ト
シ
テ
、
是
ヲ
愛ア

イ

ス
ル
人
ハ
、

二フ
タ

海ミ

ガ
浦
、
清キ

ヨ

見ミ

ガ
関セ

キ

、
須ス­

磨マ

ヤ
明ア

カ­

石シ

ノ
浦ウ

ラ
マ
デ
モ
尋タ

ツ
ネ
ユ
キ往テ

雲­

間マ

ノ
月
︑

波­

間マ

ノ
月
ヲ
ナ
ガ
メ
テ
、
三ミ

十ソ

字ジ

一ヒ
ト

文モ

字ジ

ヲ
ツ
ヾ
リ
テ
夜
ヲ
明
ス
人
モ
有リ

。

又
、
雪
ヲ
愛ア

ヒ

シ
テ
是
ヲ
友
ト
ス
ル
人
ハ
、
厳ゲ

ン

冬ト
ウ

素ソ

雪セ
ツ

ノ
寒サ

ム

キ
折ヲ

リ

柄カ
ラ

モ
、
比ヒ

良ラ

ヤ
横ヨ

川
ノ
峯ミ

ネ

マ
デ
尋­

往
テ
イ
サ
ギ
ヨ
シ
ト
ナ
ガ
ム
ル
人
モ
ア
リ
。
琴キ

ン

詩シ

酒シ
ユ

ヲ
以
テ
友
ト
ス
ル
人
モ
ア
リ
。（
巻
第
二
ノ
第
五
「
諸
仏
称
讃
益
之
事
」
付

「
五
種
嘉
誉
之
事
」）

と
記
す
が
、『
訓
蒙
集
』
と
『
行
状
鈔
』
の
方
が
近
似
す
る
の
は
、
両
書
が
同
一
の
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執
筆
意
図
を
以
て
記
さ
れ
た
こ
と
に
拠
る
の
で
は
な
い
か
。

す
な
わ
ち
、
妙
音
寺
の
勧
化
本
は
、〈
説
教
台
本
〉
と
し
て
の
そ
れ
と
、〈
説
教

種
本
〉
と
し
て
の
そ
れ
に
二
分
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、〈
種
本
〉
―
更

に
言
う
な
ら
、「
私
云
」
と
し
て
私
見
を
述
べ
た
宗
学
的
な
そ
れ

―
に
は
基
本

的
に
本
願
寺
派
学
僧
と
し
て
の
了
信
の
名
を
明
記
し
た
の
で
は
な
い
か
。
結
句
、

妙
音
寺
と
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
学
僧
了
信
（
達
空
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
冒
頭
の
話
に
戻
る
と
、『
真
宗
勧
化
要
義
後
集
』
は
な
ぜ
か
了
意
作
と
し

て
『
国
書
総
目
録
』
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。
了
意
の
他
の
仮
託
仏
書
は
大
抵
、

序
跋
も
し
く
は
書
籍
目
録
の
偽
造
に
依
拠
し
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
は
不
審
で
あ
る
。

し
か
し
、
妙
音
寺
が
了
信
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
疑
問
解
消
へ
の
一
抹
の
期
待

も
見
出
し
う
る
。
そ
れ
は
ひ
じ
ょ
う
に
単
純
で
、
了
意0

と
了
信0

と
い
う
、
名
前
の

よ
く
似
た
ふ
た
り
の
真
宗
僧
侶
へ
の
錯
誤
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

一
方
で
、『
行
状
鈔
』
は
じ
め
、
了
信
の
著
述
に
は
自
序
と
自
署
が
付
さ
れ
た
の

に
対
し
て
、
妙
音
寺
の
そ
れ
に
は
何
も
備
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
妙
音
寺
の
著
述
が
〈
説
教
の
台
本
〉
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
こ

と
を
そ
の
一
因
に
指
摘
し
た
い
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
は
じ
め
に
了
意
の
鼓
吹
物
に
代
表
さ
れ
る
説
教
の
種
本

0

0

が
板

行
さ
れ
、
流
通
し
た
こ
と
に
は
理
由
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
説
教
の
語0

り0

に
当
た
る
部
分
は
、
師
か
ら
弟
子
へ
相
伝
さ
れ
る

0

0

0

0

0

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
拠
る

の
だ
ろ
う
。
エ
ッ
セ
ン
ス
と
な
る
素
材
を
提
供
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
も
、
説
教

そ
の
も
の
を
切
り
売
り
す
る
か
の
よ
う
な
勧
化
本
は
禁
忌
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

妙
音
寺
の
勧
化
本
は
そ
の
禁
忌
を
破
っ
て
、
こ
れ
を
も
と
に
誰
で
も
真
宗
説
教
が

行
え
る
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
ま
た
、
そ
の
禁
忌
が
破
ら
れ
る
端
緒
に
妙
音
寺
（
了
信
）
と
い
う
ひ

と
り
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
学
僧
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
も
故
あ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
別
稿
に
少
し
く
述
べ
た
が （
42
）、
元
禄
八
年
、
西
本
願
寺
の
相
伝
職
を
担
っ
た

河
内
国
光
善
寺
の
寂
玄
（
一
六
五
五－

一
七
二
六
）
が
住
持
を
追
わ
れ
る
と
い
う

一
件
が
起
こ
る
。
翌
年
に
光
善
寺
は
東
本
願
寺
に
転
派
し
、
西
本
願
寺
の
相
伝
が

こ
こ
に
断
絶
し
た
。
し
か
し
、
西
本
願
寺
は
相
伝
の
断
絶
に
よ
り
、
已
む
を
得
ず

そ
の
機
会
を
失
す
る
こ
と
と
な
っ
た

―
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
積
極
的
に

こ
れ
を
排
除
し
た
の
で
あ
っ
た
。
寂
玄
排
斥
と
前
後
し
て
、
西
本
願
寺
で
は
相
伝

排
除
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
禁
忌
で
あ
る
べ
き
妙
音
寺
の
勧
化
本

が
板
行
さ
れ
得
た
の
も
こ
の
気
風
に
後
押
し
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
寂
玄
が

転
派
し
た
東
本
願
寺
で
は
反
対
に
相
伝
教
学
が
活
性
化
し
た
。
当
然
な
が
ら
、
こ

の
時
期
、
真
宗
大
谷
派
か
ら
は
説
教
の
台
本
た
る
べ
き
勧
化
本
が
板
行
さ
れ
な
い
。

こ
の
事
実
も
ま
た
、
真
宗
系
勧
化
本
の
濫
觴
が
本
願
寺
派
と
そ
の
相
伝
排
斥
に
依

拠
す
る
こ
と
の
証
左
と
言
え
る
。

六
、
終
わ
り
に

以
上
、
妙
音
寺
の
著
述
と
そ
の
執
筆
背
景
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
同
一
人

物
と
推
定
さ
れ
る
了
信
の
著
述
も
含
め
、
こ
れ
を
年
代
順
に
並
べ
て
見
る
と
次
の

通
り
と
な
る
。

元
禄
六　

年　

真
宗
勧
化
要
義
鈔

元
禄
八　

年　

真
宗
勧
化
行
状
鈔

元
禄
九　

年　

正
信
念
仏
偈
弁
述
鈔

元
禄
一
一
年　

浄
土
勧
化
弁
泉
鈔

　
　
　
　
　
　

浄
土
勧
化
良
材
鈔
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元
禄
一
三
年　

真
宗
勧
化
御
文
章

元
禄
一
四
年　

真
宗
勧
化
要
義
後
集

元
禄
一
五
年　

三
説
合
論
浄
土
勧
化
弁
要
集

元
禄
一
六
年　

真
宗
勧
化
訓
蒙
集
（
初
印
）

宝
永
三　

年　

四
十
八
願
弁
述
鈔

宝
永
六　

年　

真
宗
勧
化
訓
蒙
集
（
後
印
）

宝
永
八　

年　

真
宗
勧
化
要
集
鈔

正
徳
六　

年　

讃
阿
弥
陀
仏
偈
弁
述

執
筆
活
動
初
期
の
空
白
部
分
が
補
完
さ
れ
た
一
方
、『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
弁
述
』
の

板
行
が
著
し
く
後
れ
る
こ
と
は
そ
の
間
に
妙
音
寺
の
死
没
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
起

さ
せ
る
。
全
一
二
部
の
著
述
は
、
相
互
に
重
複
す
る
箇
所
も
多
い
が
、
そ
の
分
量

と
現
存
分
布
だ
け
見
て
も
、
元
禄
宝
永
期
に
活
躍
し
た
勧
化
本
作
家
の
第
一
人
者

と
い
う
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
そ
の
内
容
も
ま
た
、
長
く
支
持
さ
れ

て
き
た
と
推
定
さ
れ
る
。
世
辞
に
も
上
質
と
は
言
え
な
い
紙
に
刷
ら
れ
た
そ
の
著

述
は
、
宗
学
や
文
学
の
俎
上
に
乗
る
こ
と
は
な
く
と
も
、
津
々
浦
々
の
寺
院
に
も

た
ら
さ
れ
、
説
教
に
重
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
筆
者
の
手
元
に
は
書
写
年
は
不
明

で
あ
る
が
、
表
紙
に
「
勧
化
要
義
抄
」
と
打
付
書
き
さ
れ
た
写
本
が
あ
り
、
板
本

の
み
な
ら
ず
写
本
で
も
伝
播
し
た
こ
と
が
推
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
妙

音
寺
の
勧
化
本
は
、
出
版
を
介
し
た
こ
と
で
本
願
寺
派
に
限
定
さ
れ
な
い
流
布
を

も
為
し
得
た
。
架
蔵
本
『
要
義
鈔
』
に
は
「
福
井
県
越
前
国
敦
賀
ノ
郡
獺
河
内
村

了
雲
寺
第
拾
弐
世
住
職
深
吾
智
道
」
の
書
き
入
れ
が
あ
る
が
、
了
雲
寺
は
真
宗
大

谷
派
の
寺
院
で
あ
る
。
そ
し
て
、
妙
音
寺
の
勧
化
本
を
複
数
収
め
る
亀
山
歴
史
博

物
館
所
蔵
本
の
寄
託
元
願
正
寺
は
、
真
宗
高
田
派
の
末
寺
で
あ
っ
た
。

さ
て
ま
た
妙
音
寺
の
勧
化
本
に
発
現
し
た
西
本
願
寺
相
伝
排
除
に
始
ま
る
一
連

の
動
き

―
特
に
相
伝
家
光
善
寺
寂
玄
失
脚

―
に
関
与
し
た
の
が
西
本
願
寺
二

代
目
能
化
知
空
で
あ
っ
た
。
そ
の
知
空
に
よ
る
最
初
の
出
版
『
和
讃
首
書
』
が
妙

音
寺
に
よ
る
『
蓮
宗
宝
鑑
』
引
用
文
と
合
致
し
た
こ
と
は
本
稿
に
指
摘
し
た
。
長

ら
く
閑
職
に
追
い
や
ら
れ
て
い
た
知
空
の
出
版
は
延
宝
七
年
を
最
後
に
途
絶
え
て

い
た
が
、
元
禄
一
三
年
に
再
開
さ
れ
て
い
る （
43
）。
元
禄
期
以
降
の
知
空
の
出
版
に

関
与
し
た
の
が
、
井
原
西
鶴
の
浮
世
草
子
板
行
で
知
ら
れ
る
大
坂
の
書
肆
毛
利
田

庄
太
郎
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
都
の
錦
の
浮
世
草
子
板
行
を
担
っ
た
川
勝
五

郎
右
衛
門
が
妙
音
寺
（
了
信
）
の
仏
書
板
行
を
担
っ
た
こ
と
と
通
じ
よ
う
。
既
に

西
鶴
の
浮
世
草
子
と
『
合
類
大
因
縁
集
』
と
の
関
わ
り
が
前
田
金
五
郎
ら
に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
て
い
る （
44
）
が
、
本
稿
に
お
け
る
両
者
の
交
わ
り
は
よ
り
広
範
な
そ
れ

で
あ
っ
た
。

後
小
路
薫
が
ま
と
め
た
「
近
世
勧
化
本
刊
行
略
年
表
」
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

近
世
仏
書
は
そ
の
数
が
膨
大
で
あ
る
一
方
、
未
だ
そ
の
整
理
も
満
足
に
行
わ
れ
て

い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
紐
解
く
と
、
史
学
・

思
想
史
学
の
み
な
ら
ず
、
近
世
文
学
と
の
関
係
も
多
く
示
唆
さ
れ
る
。
妙
音
寺
の

著
述
に
示
し
た
と
お
り
、
近
世
仏
書
研
究
に
お
い
て
は
、
単
純
に
〈
仏
教
〉
と
カ

テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
個
々
の
宗
派
の
特
性
に
ま
で
目
を
向
け
る
必

要
が
あ
る
。
出
版
は
ま
た
、
こ
れ
ら
宗
派
の
独
自
性
を
期
せ
ず
し
て
霍
乱
さ
せ
た
。

こ
う
し
た
複
雑
性
を
内
包
す
る
近
世
仏
書
の
利
用
に
は
幾
許
か
の
労
力
を
伴
う
が
、

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
は
計
り
知
れ
な
い
。
近
世
文
学
研
究
進
展
に

あ
た
っ
て
は
、
積
極
的
に
こ
れ
を
活
用
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
提
言
を
以
て
本
稿

の
結
語
と
し
た
い
。
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注（
1
）	

小
野
玄
妙
編
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
六
巻
（
大
東
出
版
社
、
一
九
三
七
）
参
照
。

（
2
）	
『
新
撰
書
籍
目
録
』
の
本
文
は
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
江
戸
時
代

書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成　

三
』（
井
上
書
房
、
一
九
六
三
）
に
よ
る
。

（
3
）	

「
平
安
書
肆
杏
林
軒
蔵
板
目
録
」
の
本
文
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
正
信
念
仏
偈
鼓

吹
』（
元
禄
九
年
刊
、
請
求
記
号　

二
一
〇
／
一
七
二
）
に
よ
る
。

（
4
）	

完
本
未
見
。
架
蔵
本
（
元
禄
六
年
刊
）
な
ら
び
に
大
正
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
（「
真

宗
勧
化
要
義
録
」、
元
禄
六
年
刊
、
請
求
記
号　

一
六
五
／
一
三
／
七
）
は
巻
第
四
を
、

ま
た
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
刊
年
不
明
、
請
求
記
号　

〇
二
四
．
九
八
／
五
一－

Ｗ
）
は
巻
第
三
以
下
を
欠
く
。

（
5
）	

妙
音
寺
と
川
勝
五
郎
右
衛
門
の
出
版
に
つ
い
て
は
木
村
迪
子
「
川
勝
五
郎
右
衛
門
の

出
版
活
動

―
仏
書
の
出
版
に
注
目
し
て

―
」（『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
二
三

号
、「
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
」
研
究
会
、
二
〇
一
九
）
参
照
。

（
6
）	

現
物
は
未
見
で
あ
る
が
、
以
前
、
ヤ
フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
初
印
本
と
思
わ
れ
る
元

禄
一
六
年
刊
松
本
屋
大
角
清
兵
衛
板
が
出
品
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
写
真
か
ら
判
ず
る
に
、

本
書
は
大
角
板
→
鍵
屋
と
某
か
の
相
板
→
鍵
屋
板
と
板
木
が
移
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
7
）	

『
真
宗
勧
化
要
集
鈔
』（
宝
永
八
年
刊
）
は
目
録
類
に
現
存
を
確
認
で
き
ず
に
い
た
が
、

幸
い
に
し
て
巻
第
一
か
ら
三
を
欠
く
端
本
で
は
あ
る
も
の
の
、
亀
山
市
歴
史
博
物
館
願

正
寺
文
書
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
（
資
料
番
号　

四－

一
）
を
実
見
す
る
機
会
を
得

た
。
刊
記
に
、「
宝
永
八
辛
卯
年
三
月
吉
日　
　

京
五
条
高
倉
西
エ
入
ル
町
／
川
勝
五
郎

右
衛
門
」。

（
8
）	

内
、
処
女
作
『
科注
小
施
餓
鬼
集
』（
天
和
二
年
刊
）
は
頭
書
本
で
あ
る
か
ら
、
所
謂
〈
鼓

吹
物
〉
は
六
部
で
あ
る
。

（
9
）	

後
小
路
薫
「
近
世
勧
化
本
刊
行
略
年
表
」・「
増
訂　

近
世
勧
化
本
刊
行
略
年
表
」（
同

『
勧
化
本
の
研
究
』〔
和
泉
書
院
、
二
〇
一
〇
〕
所
収
）
に
よ
る
。

（
10
）	

前
掲
注
（
9
）
後
小
路
薫
「
近
世
勧
化
本
刊
行
略
年
表
」。

（
11
）	

前
掲
注
（
5
）
木
村
迪
子
「
川
勝
五
郎
右
衛
門
の
出
版
活
動

―
仏
書
の
出
版
に
注

目
し
て

―
」
他
参
照
。

（
12
）	

和
田
恭
幸
「
江
戸
時
代
の
庶
民
的
な
仏
教
書
と
お
説
教
」
第
五
回
「
近
世
中
期
の
勧

化
本
（
二
）
―
勧
化
本
に
記
さ
れ
た
名
調
子

―
」〔『
季
刊　

せ
い
て
ん
』
一
三
六

号
、
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
二
一
〕）。

（
13
）	

『
勧
化
論
語
』
の
本
文
は
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
明
和
四
年
刊
、
請
求
記
号　

一

〇
五
．
五
／
八
二
／
Ｗ－

一
）
に
よ
る
。
引
用
に
あ
た
り
、
適
宜
句
読
点
を
補
い
、
現

行
の
字
体
に
改
め
た
。
以
下
、
注
記
の
な
い
か
ぎ
り
、
古
典
籍
の
引
用
は
こ
れ
に
倣
う
。

（
14
）	

関
山
和
夫
『
説
教
の
歴
史
的
研
究
』（
法
蔵
館
、
一
九
七
三
）
参
照
。

（
15
）	

『
阿
弥
陀
経
鼓
吹
』
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
（
延
宝
五
年
刊
後
印
、
請
求
記
号　

ヤ
五
／
四
七
五
／
一
～
九
）
に
よ
る
。
画
像
Ｕ
Ｒ
Ｉ
は
以
下
。https://kokusho.nijl.

ac.jp/biblio/200016056/

（
16
）	

『
浄
土
勧
化
綱
目
鈔
』
は
架
蔵
本
含
め
、
刊
年
不
明
の
後
印
本
の
み
現
存
す
る
が
、
書

肆
や
書
籍
目
録
の
情
報
か
ら
、
出
版
時
期
を
元
禄
初
期
に
比
定
し
う
る
。
前
掲
注
（
５
）

木
村
迪
子
「
川
勝
五
郎
右
衛
門
の
出
版
活
動

―
仏
書
の
出
版
に
注
目
し
て

―
」
参
照
。

（
17
）	

『
浄
土
勧
化
衆
人
鈔
』
の
本
文
は
架
蔵
本
（
貞
享
三
年
刊
）
に
よ
る
。

（
18
）	

空
誓
『
四
十
八
願
取
滴
直
談
』
の
本
文
は
架
蔵
本
（
寛
文
三
年
刊
）
に
よ
る
。

（
19
）	

仏
教
大
学
編
『
仏
教
大
辞
彙
』
第
二
巻
（
富
山
房
、
一
九
一
四
）。
傍
線
は
引
用
者
に

よ
る
。

（
20
）	

井
上
哲
雄 

編
『
真
宗
僧
名
辞
典
』（
竜
谷
大
学
出
版
部
、
一
九
二
六
）。

（
21
）	

『
真
宗
勧
化
大
綱
鈔
』
の
本
文
は
龍
谷
大
学
図
書
館
写
字
台
文
庫
所
蔵
本
（
元
禄
八
年

刊
、
請
求
記
号　

一
〇
五
．
五
／
九
一－

Ｗ
／
一
～
二
）
に
よ
る
。

（
22
）	

『
蓮
宗
宝
鑑
』
の
本
文
は
清
光
山
西
厳
寺
所
蔵
本
（『
廬
山
優
曇
宝
鑑
』、
正
保
四
年
刊
、

請
求
記
号　

五
〇
／
西
厳
三
〇
〇
）
に
よ
る
。
参
照
Ｕ
Ｒ
Ｉ
は
以
下
。https://

kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100354616/

（
23
）	

『
和
讃
首
書
』
の
本
文
は
寛
文
元
年
刊
架
蔵
本
に
よ
る
。

（
24
）	

『
阿
弥
陀
経
疏
鈔
事
義
』
の
本
文
は
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
承
応
二
年
刊
、
請
求

記
号　

二
四
一
．
五
／
一
六
九－

Ｗ
）
に
よ
る
。
引
用
に
あ
た
り
、
訓
点
は
省
略
し
た
。

（
25
）	

後
小
路
薫
「
近
世
勧
化
本
の
展
開

―
四
十
八
願
を
主
題
と
す
る
も
の

―
」（『
大

谷
学
報
』
六
二
巻
二
号
、
大
谷
大
学
、
一
九
八
二
）。

（
26
）	
『
四
十
八
願
弁
述
鈔
』
の
本
文
は
架
蔵
本
（
宝
永
三
年
刊
）
に
よ
る
。
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（
27
）	

真
宗
系
勧
化
本
と
『
合
類
大
因
縁
集
』
の
典
拠
関
係
に
つ
い
て
は
、
木
村
迪
子
「
勧

化
本
に
見
る
近
世
仏
書
の
特
質

―
「
倩
女
離
魂
」
を
例
と
し
て

―
」（『
近
世
文
藝
』

一
一
五
号
、
日
本
近
世
文
学
会
、
二
〇
二
二
）
参
照
。

（
28
）	
『
合
類
大
因
縁
集
』
の
本
文
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
（
貞
享
三
年
刊
、
請
求
記

号　

ヤ
五
／
五
一
五
／
一
～
六
）
に
よ
る
。

（
29
）	
『
真
宗
勧
化
弁
泉
鈔
』
の
本
文
は
龍
谷
大
学
図
書
館
写
字
台
文
庫
所
蔵
本
（
元
禄
一
一

年
刊
、
請
求
記
号　

一
〇
五
．
五
／
九
二－

Ｗ
／
一
～
三
）
に
よ
る
。

（
30
）	

前
掲
注
（
27
）
木
村
迪
子
「
勧
化
本
に
見
る
近
世
仏
書
の
特
質

―
「
倩
女
離
魂
」
を

例
と
し
て

―
」。

（
31
）	

『
通
俗
正
信
念
仏
偈
鼓
吹　

一
名　

弁
述
鈔
』（
開
導
書
院
、
一
八
九
三
）。

（
32
）	

『
真
宗
勧
化
行
状
鈔
』
の
本
文
は
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
元
禄
八
年
刊
、
請
求
記

号　

〇
二
四
．
九
八
／
五
〇－
Ｗ
／
一
～
一
〇
）
に
よ
る
。

（
33
）	

『
真
宗
勧
化
御
文
章
』
の
本
文
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
（
元
禄
一
三
年
刊
、
請

求
記
号　

ヤ
四
／
三
四
六
／
一
～
七
）
に
よ
る
。

（
34
）	

『
法
苑
珠
林
』
の
本
文
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
（
寛
文
九
年
刊
、
請
求
記
号　

ワ

三
／
二
五
〇
／
一
～
六
〇
）
に
よ
る
。

（
35
）	

『
浄
土
勧
化
良
材
鈔
』
の
本
文
は
龍
谷
大
学
図
書
館
写
字
台
文
庫
所
蔵
本
（
元
禄
一
三

年
刊
、
請
求
記
号　

一
〇
五
．
五
／
八
〇－

Ｗ
／
一
～
二
）
に
よ
る
。

（
36
）	

前
掲
注
（
27
）
木
村
迪
子
「
勧
化
本
に
見
る
近
世
仏
書
の
特
質

―
「
倩
女
離
魂
」
を

例
と
し
て

―
」。

（
37
）	

『
大
経
直
談
要
註
記
』
の
本
文
は
浄
土
宗
全
書
第
一
三
巻
（
浄
土
宗
開
宗
八
百
年
記
念

慶
讃
準
備
局
、
一
九
七
一
）
に
よ
る
。

（
38
）	

『
四
十
八
願
取
滴
直
談
』
の
『
大
経
直
談
要
註
記
』
利
用
に
つ
い
て
は
木
村
迪
子
「
浅

井
了
意
仏
書
考
―
『
無
量
寿
経
鼓
吹
』
を
中
心
に
―
」（『
近
世
文
藝
』
一
一
〇
号
、
日

本
近
世
文
学
会
、
二
〇
一
九
）
参
照
。

（
39
）	

了
意
も
太
施
太
子
説
話
を
引
く
が
、「
昔
シ
太
施
太
子
ハ
国
中
貧
困
ノ
者
ヲ
悲
憐
シ
テ

庫
蔵
ヲ
開
キ
財
宝
ヲ
出
タ
シ
テ
賑ニ

ギ
ハス

ト
雖
ト
モ
財
産
ハ
尽
レ
ト
モ
貧
人
ハ
愈イ

ヨ
〳
〵

－

多
シ
…
…
」

（『
無
量
寿
経
鼓
吹
』
巻
八
ノ
二
三
「
太
施
太
子
」〔『
浅
井
了
意
全
集　

仏
書
編
２
』（
岩

田
書
院
、
二
〇
〇
九
）〕）
と
し
て
全
く
合
致
せ
ず
、『
合
類
大
因
縁
集
』
が
『
取
滴
直
談
』

に
拠
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
了
意
の
鼓
吹
物
か
ら
の
流
用
で
知
ら
れ
る
『
合
類

大
因
縁
集
』
が
な
ぜ
本
話
に
限
っ
て
『
取
滴
直
談
』
を
採
っ
た
の
か
は
更
に
検
討
す
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
40
）	

『
真
宗
勧
化
訓
蒙
集
』
の
本
文
は
龍
谷
大
学
図
書
館
写
字
台
文
庫
所
蔵
本
（
宝
永
六
年

刊
、
請
求
記
号　

一
〇
五
．
五
／
一
六
〇－

Ｗ
／
一
～
二
）
に
よ
る
。

（
41
）	

妙
音
寺
は
『
浄
土
勧
化
弁
要
集
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
、
元
禄
一
五
年
刊
、
請

求
記
号　

ヤ
四
／
一
九
〇
／
一
～
一
〇
）」
に
も
、

			�





朗ラ
ウ

詠エ
イ

ノ
詩シ

ニ
モ
、
玄ゲ

ン

冬ト
ウ

素ソ

雪
寒サ

ム
キ

朝
ア
シ
タ
ハ

松
独リ
顕ハ

ス二
君
子ノ
徳ヲ
一
ト
作ツ

ク

リ
、
又
タ
古コ

歌カ

ニ
、

草ク
サ

モ
木キ

モ
枯カ
レ

ハ
テ
ニ
ケ
リ
此
ノ
野ノ

辺ヘ

ニ
タ
ヾ
松
ヒ
ト
リ
ノ
コ
ル
世
ノ
中カ
ト
ナ
ガ
メ

ラ
レ
タ
。（
巻
第
七
「
念
仏
喩
松
弁
釈
」）

	

と
記
し
、
ま
た
『
真
宗
勧
化
至
要
鈔
』（
龍
谷
大
学
図
書
館
写
字
台
文
庫
所
蔵
、
享
保
四

年
刊
、
請
求
記
号　

一
〇
五
．
五
／
一
四－

Ｗ
）
に
も
、

			�





春ハ
ル

ハ
ノ
ド
カ
ニ
木
々
ノ
木コ

末ズ
ヱ

モ
色イ

ロ

メ
キ
ワ
タ
リ
夏ナ

ツ

ハ
暑ア

ツ

ク
秋ア

キ

ハ
涼ス

ヾ
シク

冬フ
ユ

ハ
寒サ

ム

キ
コ

レ
一
年ト

セ

ノ
信シ

ン

ナ
リ
。
マ
コ
ト
ニ
春ハ

ル

立タ
ツ

日
ヨ
リ
霞カ

ス
ミタ

ナ
ビ
キ
夏ナ

ツ

時ユ
ウ

雨タ
チ

秋ア
キ

ノ
嵐ア

ラ
シ

冬フ
ユ

ノ
雪ユ

キ

霜シ
モ

ハ
天
象シ
ヤ
ウノ
信
ナ
リ
。
一
道
ノ
春
風
ニ
雁カ
リ

ハ
北キ
タ

ニ
向ム
カ

ヒ
燕ツ
バ
メハ
南ミ
ナ
ミニ
渡ワ
タ

リ
秋
風
吹フ
イ

テ

鴻コ
ウ

雁ガ
ン

来ラ
イ

賓ヒ
ン

シ
燕エ

ン
シ子

皈カ
ヘ

リ
黄ク

ワ
ウ
テ
ウ鳥ノ

ウ
グ
ヒ
ス
軒ノ

キ

端バ

ニ
来キ

鳴ナ
キ

、
郭ホ

ト
ヽ
ギ
ス公ノ

雲ク
モ

井イ

ニ
名ナ

ノ
ル

コ
レ
鳥ト

リ

ノ
信シ

ン

ナ
リ
。（
巻
之
二
ノ
第
五
「
正
信
偈
題
目
之
事
」
付
「
天
地
万
物
有
情

非
情
共ニ
不ザ
ル

レ
離ハ
ナ
レ二
信ノ
字ヲ
一
事
」）

	

と
す
る
。『
弁
要
集
』
に
示
す
よ
う
に
、「
玄
冬
素
雪
…
…
」
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
基

づ
く
こ
と
が
、『
浄
土
勧
化
綱
目
鈔
』
巻
之
四
に
も
見
出
せ
て
、
真
宗
説
教
に
お
け
る
影

響
関
係
が
知
れ
る
。

（
42
）	

前
掲
注
（
27
）
木
村
迪
子
「
勧
化
本
に
見
る
近
世
仏
書
の
特
質

―
「
倩
女
離
魂
」
を

例
と
し
て

―
」。
参
照
。

（
43
）	

知
空
の
出
版
に
つ
い
て
は
木
村
迪
子
「
近
世
前
期
の
仏
典
注
釈

―
光
隆
寺
知
空
の

講
義
録
と
出
版

― 

」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要 

文
学
研
究
篇
』
四
七
号
、
国
文
学

研
究
資
料
館
、
二
〇
二
一
）
参
照
。

（
44
）	

前
田
金
五
郎
「
好
色
一
代
男
用
語
考
（
続
）」（『
専
修
国
文
』
二
六
号
、
専
修
大
学
日

本
語
日
本
文
学
文
化
学
会
、
一
九
八
〇
）
他
参
照
。
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〈
附
記
〉
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
若
手
研
究
（19K

13049

）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。

論
文
作
成
に
あ
た
り
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
、
龍
谷
大
学
図
書
館
、
亀
山
歴
史
博
物
館
、
国

文
学
研
究
資
料
館
に
資
料
の
閲
覧
・
利
用
に
つ
い
て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
謝

申
し
上
げ
ま
す
。


